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［平成27教　内容解説資料］

平成27年度用•家庭

教科書のご案内

本教科書は環境に配慮した
用紙やインキを使用しています。

　５年生になってはじめて学ぶ家庭科に，子どもたちはわくわく・

どきどきしながら大きな期待をしています。

　開隆堂の「家庭科」教科書は，一人ひとりの子どもたちが体験

や実践を通して，できることを増やし，生活を工夫し，よりよい

家庭生活につなぐことができることを目指して編集しています。

　子どもたちにとっては学びやすく，先生にとっては教えやすく・

授業がイメージできるようにとの願いをこめて，平成 27 年度用

の教科書をお届けします。

○�２学年間の見通しをもって楽しく学べる
○�基礎的・基本的な知識や技能を確実に身
につけられる
○�問題解決的学習を通して，自ら考え，主
体的に工夫して学べる
○�だれでも安心して授業ができる
○�家庭科としての安全・衛生・防災教育を
徹底する

編集の基本方針
開隆堂の「家庭科」教科書
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■２年間を見通した，ストーリー性のある構成と題材です� ➡本冊子 3〜 5ページ

■学習のプロセスがわかるので，見通しをもって授業にのぞめます� ➡本冊子 6・7ページ

■使いやすい紙面構成になっています� ➡本冊子 8・9ページ

■安全教育を徹底しています� ➡本冊子 10・11ページ

■家庭科の特質を生かして「食育」の充実をはかっています� ➡本冊子 12・13ページ

■繰り返し・積み上げ学習で，基礎・基本の定着をはかります� ➡本冊子 14・15ページ

■豊富な調理実習例・製作例� ➡本冊子 16・17ページ

■具体的活動を通して，消費者教育の充実をはかっています� ➡本冊子 18・19ページ

■伝統文化やキャリア教育の視点を具体的に示してします� ➡本冊子 20・21ページ

■前後の折り込みページは，安全や食育の学習，実習・製作の資料として

　常に活用できます� ➡本冊子 24〜 26ページ

■家庭科での言語活動の充実をはかっています� ➡本冊子 27ページ

■全ページを通して，多様な色覚に対応したカラーユニバーサルデザインです� ➡本冊子 裏表紙

●資料：観点別編集の特色� ➡本冊子 22・23ページ

●デジタル教科書を含む教材群のご案内� ➡本冊子 裏表紙

教科書の特色
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２年間を見通した，ストーリー性のある構成と題材です２年間の
見通し

◎５年生になってはじめて学ぶ家庭科が「わくわく」「どきどき」しながらページをめくっていける構成と題材です。
◎表紙からすでにガイダンスがはじまっています。
◎「ガイダンス」，「もくじ」，「５年生の学習をふり返り６年生の学習へ」の紙面は一貫して，矢印を用いて「成長する」ことを示しています。

◦主人公は小学生
◦学習対象は家庭生活
　◎�２人の小学生とキャラクター�
が，生活の場所と家庭生活で行わ
れていることを表現しています。

団らん・食生活・衣生活
住生活・消費・環境

◎�環境への配慮を示しています。

買い物（おさいふとエコバッグ）
グリーンカーテン

◦誕生から中学生に向かうまでの自分の成長を見通せるようになっています。
◦家庭科学習と関連の深い，５年生までの他教科の学習内容や学校行事とのかかわりを，
　矢印の上段に示して，家庭科という教科がイメージできるようにしています。
　・他教科との関連は 内に，学校行事等は 内に示しています。
◦�「支えられている自分」は，小学校の入学式での表情，家族との団らん場面，学校から家に帰ったときの様子を取り
上げ，矢印の下段に配置しています。

◦５年生になって家庭科で学習する４つの内容を，「これから学ぶこと」として象徴的な写真で示しています。
◦児童がはじめて学習する家庭科で，「２年間でできるようになりたいこと」を書きとめられるようにしています。

◦�課題解決型学習が展開できるように，紙面の中心に「家庭科学習のすすめ方」
として，家庭科の特性を生かした「生活を見つめ直す〜生活に生かす・くふ
うする」をサークルで示しています。

◦�大きなテーマを学年別に設定し，5年生の題材名を左ページに，6年生の題
材名を右ページに配置しています。さらに 5年生から伸びていく形で，6年
生を上側にダイナミックに示しています。

◦�教科書を通して，重要なことや注意を促す必要のあることは，「マークに注意
して学ぼう」として，個別のマークを作成しています。

◦�５年生の学習のふり返りは，10のテーマの題材のトビラページを使って，
学習した内容を思い起こすことができるようにしています。

◦�５年生でできるようになったことを，４つの内容ごとに記入することが
できます。

◦�５年生でできるようになったことをふまえて，６年生でできるようにな
りたいことを記入する欄も設けています。

◦楽しくふり返ることができるように，カルタづくりも取り上げています。

◦「チャレンジコーナー」では，環境と防災に視点をあてています。

◦�２年間の学習をふり返りながら
「成長した自分」を実感できる
ようにしています。

◦�中学校の技術・家庭科の学習に
期待感がもてるように，中学校
での４つの学習内容を示してい
ます（特に小学校との区別が明
確な内容）。

生活をくふうし，
創造する中学生

表紙からガイダンスがはじまります（表紙，家庭科の学習，もくじ，1わたしと家族の生活 まで，ガイダンスとして活用） ２年間で学習する題材の構成・配列がわかります ５年生の学習をふり返り６年生の学習へ ２年間の学習をふり返り，
中学生に向かって

生
活
を
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、
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き
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●中学校の技
ぎ

術
じゅつ

・家庭科で学びたいこと

　もくじ（４・５ページ）を参考にして，これまでの

学習をふり返りながら話し合いましょう。

成長したわたしたち ●家庭生活でどのように
　生かすことができましたか。

●わたしたちができるようになったこと

中学生に向かって

技術分野のものづくり

幼
よう

児
じ

とのふれ合い

物を大切に

自分らしく着る

魚の調理

109

２ページ参照

防災

9 寒い季節を快
か い

適
て き

に

　56・57ページのイラストや写
真を見ながら，あたたかく過ごす
ための，着方や住まい方につい
て考え，話し合ってみよう。

　日本は四季の変化が豊
ゆた

かで，冬は寒く，夏は蒸
む

し暑くな

ります。そのため昔から，人びとは季節の変化に合わせ

て，着方や住まい方などをくふうしてきました。
　わたしたちも，寒い季節を気持ちよく過ごすためのくふ

うについて，調べたり考えたりして，自分にできることを

生活に生かしていくようにしましょう。 
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■ 年間の気温の変化（2012 年） ■ 冬の太陽の位置（冬
とう

至
じ

のころ）

社会 5年：国土の地形や気候関連 理科 3年：太陽と地面のようす関連

ほかの教科で
学習したことを
思い出そう。

78・79ページと
比
くら

べてみると
いいね。

学習のめあて
衣服のはたらきを知り，あたた
かい着方ができるようになろう。

1

寒い季節を快適に過
す

ごすた
めの住まい方をくふうできる
ようになろう。

2

北 南
太陽

5

話し合おう

（気象庁
ちょう

ホームページより）

56 寒い季節を快適に

　手ぬいができるようにな
るとどのようなことに役立
つだろうか。

　話し合おう

3

ソーイングは「さいほう」または「ぬうこと」で，英語では sewingと書きます。ひと口
メモ

はじめてみよう
ソーイング

　わたしたちは，布
ぬの

でつくった衣服や日用品を利用して生活し

ています。針と糸を使って布をぬい合わせることによって，い

ろいろな物をつくることができます。

❷人差し指をずらしながら，

玉結び（ぬい始め）
❶糸のはしを人差し指の先に１回巻

ま

く。

玉どめ（ぬい終わり）
❶ぬい終わりに針をあて，親指でおさえる。 ❷針をしっかりおさえ，２・３回糸を巻く。

糸の先のほうを持って針穴
あな

に通す。
糸の長さは50～60㎝くらいにする。机

つくえ

のはばやうでの長さをめやすにする。

針に糸を通す
糸をななめに切
ると通しやすい。

針
は り

と糸を使って，手ぬいや
ボタンつけができるように
なろう。

学習のめあて

手ぬいで小物をつくろう。

1

2

5

18 はじめてみよう
ソーイング

6 わくわくミシン

安全 ミシンの安全な使い方 確
か く

認
に ん

してチェックしよう。

□必ず，差しこみプラグを持って，コ
ンセントに差し
こんだり，ぬい
たりする。

□針
は り

をつけたりはずしたりするとき
は，電源を切ってから行う。

電
でん

源
げん

□カバーの金具をしっか
りとめて，ミシンの下を
両手で持つ。

□しっかりしたテーブルの
安全なところにおく。

運ぶとき

□急に強くふまない。
□ぬうとき以外は足をのせない。

コントローラー

□よそ見をしない。
□ミシンでぬっている
人の体にさわった
り，ミシンにさわった
りしない。

ぬうとき

□ミシンを使い終わったら電源を切
り，元どおりにしまう（針をはずし
てしまう場合は，決められた場所
に針をしまう）。

37ページ「ミシン針のつけ方」参照

正しい姿
し

勢
せい

針
はり

棒
ぼう

コントローラー

学習のめあて
安全に気をつけて，ミシンぬ
いができるようになろう。
ミシンぬいで生活に役立つ
物をつくろう。

1

2

ミシンはぬうための機械です。語
ご

源
げん

は「ソーイングマシン」です。ひと口
メモ

針棒の正面にすわる

34 わくわくミシン

5年生の学習をふり返り，

6年生の学習へ
　これまでの5年生の家庭科では，どのような学習を

してきましたか。ふり返ってみましょう。

　6年生になるわたしたちは，これまでの

学習を生かしていきます。
生活を見つめ，できることを増

ふ

やしていこう

1

わたしの一
日の生活

わたしと
家族の生活

一日の生活をふり返り，自分
ができるようになりたいことを
見つけよう。

学習のめあて

家族の一日
の生活

6 わたしと家族の生活

2 はじめてみよう
クッキング

調理用具を安全に使えるよ
うになろう。

学習のめあて

　わたしたちが毎日とっている食事は，食品を洗
あら

う，切

る，熱を加える，味をつけるなどの調理をすることによっ

てととのえることができます。

　安全で衛
えい

生
せい

的
てき

に，環
かん

境
きょう

も考えた調理のしかたを学習して

自分で食事の用意ができるようになりましょう。

1

卵
たまご

や青菜をゆでる調理ができ
るようになろう。

2

　調べよう
　家庭では，どのような調理用
加熱器具を使っているのだろう。

ガスこんろ IHクッキングヒーター

ゆでる調理の特
と く

徴
ちょう

を生かして
計画を立て，調理をしよう。

3

　家庭科室のこんろの使い方の手順を守り，安全に使い

ましょう。

クッキング はじめの一歩1

1 湯をわかしてみよう

5

10

クッキングは「調理」，「調理すること」で，英語では cookingと書きます。ひと口
メモ8 はじめてみよう

クッキング

2 はじめてみよう
クッキング 調理用具を安全に使えるようになろう。

学習のめあて

　わたしたちが毎日とっている食事は，食品を洗あらう，切る，熱を加える，味をつけるなどの調理をすることによってととのえることができます。　安全で衛えい生せい的てきに，環かん境きょうも考えた調理のしかたを学習して自分で食事の用意ができるようになりましょう。

1

卵たまごや青菜をゆでる調理ができるようになろう。

2

　調べよう
　家庭では，どのような調理用加熱器具を使っているのだろう。

ガスこんろ IHクッキングヒーター

ゆでる調理の特と く徴ちょうを生かして計画を立て，調理をしよう。

3

　家庭科室のこんろの使い方の手順を守り，安全に使いましょう。

クッキング はじめの一歩1

1 湯をわかしてみよう

5

10

クッキングは「調理」，「調理すること」で，英語ではcookingと書きます。

ひと口メモ8 はじめてみようクッキング

かたづけよう 
身の回りの物
かたづけよう 
身の回りの物

身の回りに目を向けよう  
1

4

　わたしたちは，毎日，学校や家でさまざまな物を使って生活しています。自分の身の回りにはどのような物があるでしょうか。
　身の回りが整理・整とんされていないとさがすのに時間がかかったり，つまずいたり，けがをしたりすることもあります。　整理・整とんが必要なところがないか，生活している場所に目を向け，自分の身の回りの物の使い方やしまい方をふり返ってみましょう。

　どうして整理・整とんが必要なのだろうか。

　話し合おう

■散らかっている身の回り

散らかっていて，危あぶないことはないかな。

5

10

1

整理・整とんをくふうして，できるようになろう。

2

3

身の回りの物の，整理・整とんについて考えてみよう。

学習のめあて

不用品を資し 源げ んとして，活用したり，処し ょ分ぶ んしたりできるようになろう。

25

生活を見つめ，できることを増
ふ やしていこう

1

わたしの一日
の生活

わたしと
家族の生活

一日の生活をふり返り，自分ができるようになりたいことを見つけよう。

学習のめあて

家族の一日の生
活

6 わたしと家族の生活

　手ぬいができるようにな

るとどのようなことに役立

つだろうか。

　話し合おう

3

ソーイングは「さいほう」または「ぬうこと」で，英語では sewingと書きま
す。ひと口メモ

はじめてみよう
ソーイング

　わたしたちは，布
ぬのでつくった衣服や日用品を利用して生活し

ています。針と糸を使って布をぬい合わせること
によって，い

ろいろな物をつくることができます。

❷人差し指をずらしながら，玉結び（ぬい始め）

❶糸のはしを人差し指の先に１回巻
ま く。

玉どめ（ぬい終わり）

❶ぬい終わりに針をあて，親指でおさえる。 ❷針をしっかりおさえ，２・３回糸を巻く。

糸の先のほうを持って針穴あなに通す。糸の長さは50～60㎝くらいにする。机つくえのはばやうでの長さをめやすにする。

針に糸を通す糸をななめに切ると通しやすい。

針は りと糸を使って，手ぬいやボタンつけができるようになろう。

学習のめあて

手ぬいで小物をつくろう。

1

2

5

18 はじめてみようソーイング

自分にもできるか。　
続けられるか。
家族のためになるか。

●
●
●

家族や友だちに聞いたり，自分なりの
くふうを考えたりする。

自分の考えた手順や方法で仕事をして
みよう。

5 やってみよう
家庭の仕事

　家庭の仕事は，家族一人ひとりが健康で気持ちのよい生
活をするために必要なものであることを学びました。自分

にできる家庭の仕事を見つけ，実行していくことは，生活

の中で自立する力を身につけることにもつながります。
　よりよい生活をしていくために，家族の一員として，自
分にできる家庭の仕事を増やし，下の図を参考に，くふう

して実行していきましょう。

できることを増やそう1

仕事を決める1 計画を立てる2 実行する3

家庭の仕事の手順・方法

• 家族が食べた後の食器をきれいに洗
あら

おう。

•まず何から洗ったらよいだろうか。
•使う水や洗

せん

ざいの量を減
へ

らして，きれいに
  洗うにはどうしたらよいだろうか。

•同じ種類の食器を洗おう。
•よごれの少ないものから先に洗ってみよう。

学習のめあて

　自分にできる家庭の仕事に
は，どのようなものがあるだろう。

　話し合おう

学んだことを生かして，家族
に協力して，続けて実せん
しよう。

家庭の仕事を調べ，自分に
できる仕事を増

ふ

やそう。

決めるときに考えること 仕事のしかたを調べる

1

2

5

10

30 やってみよう家庭の仕事

煮
に
物
もの

学習のめあて
　 なぜ食べるのかを考え，食品にふくまれ
る栄

えい

養
よ う

素
そ

の体内でのはたらきを理
り

解
か い

しよう。
1 2

ご飯とみそしるの調理ができるようになろう。4

五大栄養素のはたらきによる食品のグ
ループ分けを理解しよう。

3

　わたしたちは生まれてから現
げん

在
ざい

まで，いろいろな食べ物

を食べています。なぜ食べることが必要なのか考えてみま

しょう。

　毎日食べている食べ物は，いろいろな食品でできていま

す。これらの食品は体内で，どのようなはたらきをしてい

るのでしょうか。

なぜ食べるのか考えよう1

7 食べて元気に

ぶた肉

じゃがいもにんじん こまつな煮
に

干
ぼ

し

たまねぎ さやえんどう 油あげ みそ

わたしは
生まれたときの体重が

３kgだったけれど，今は 35kg。
食べて大きくなったんだね。

みかん

牛
ぎゅう
乳
にゅう

米

ご飯 みそしる

油

　やってみよう
　昨日，どんな物を食べただろ
う。思い出して書いてみよう。

■給食のこんだてと使われている食品の例

5

42 食べて元気に

かたづけよう 
身の回りの物
かたづけよう 
身の回りの物

身の回りに目を向けよう  1

4

　わたしたちは，毎日，学校や家でさま

ざまな物を使って生活しています。自分

の身の回りにはどのような物があるで

しょうか。

　身の回りが整理・整とんされていない
とさがすのに時間がかかったり，つまず

いたり，けがをしたりすることもあります。

　整理・整とんが必要なところがない

か，生活している場所に目を向け，自分

の身の回りの物の使い方やしまい方をふ

り返ってみましょう。

　どうして整理・整とんが必要なのだろうか。

　話し合おう

■散らかっている身の回り

散らかっていて，
危
あぶ

ないことは
ないかな。

5

10

1

整理・整とんをくふうして，
できるようになろう。

2

3

身の回りの物の，整理・整
とんについて考えてみよう。

学習のめあて

不用品を資
し

源
げ ん

として，活用
したり，処

し ょ

分
ぶ ん

したりできるよ
うになろう。

25

働いて収入を得る収入 支出生活のために使う

8

　わたしたちは物やお金を使って生活しています。生活の

ために使うお金は，多くの場合，家族が働いて得た収
しゅう

入
にゅう

で

す。家庭では，安心して家族が生活できるように計画を立

ててお金を使い，収入と支
し

出
しゅつ

がつり合うようにしています。

わたしたちの生活とお金1

収入と支出の
バランスが
大切だね。

　どのようなことにお金を使って
いるだろう。

話し合おう

■わたしたちの生活とお金

学習のめあて
お金や物が自分と家族の生
活を支

さ さ

えていることを知ろう。
1

お金や物を大切に使えるよ
うになろう。
2

目的に合った物の選び方や
買い方ができるようになろう。

3

じょうずに使おう 
お金と物

給料などのお金を手に入れて自分の所有とすることを収入といいます。
お金を支

し

払
はら

うことを支出といいます。
ひと口
メモ

5

52 じょうずに使おう
お金と物

じょうずに使おう 
お金と物

家族とほっとタイム10

楽しく団らん
　団らんのひとときは，1日の中でつかれを忘

わす

れ，ほっと

する時間です。

　かんたんな食べ物とお茶などの飲み物を用意して，家族

との団らんをもつ計画を立て，ふれ合いを深めましょう。

1

学習のめあて

団らんの計画と実せん ■かんたんな食べ物と飲み物を用意しよう

＊家族や親しい人と，なごやかな時間を過
す

ごすことを「団らん」といいます。ひと口
メモ

　どのようなときに団らんをして
いるだろうか。

　話し合おう

どのような
ことを話して
いるのかな。

＊

お茶のいれ方は
9ページにあるよ。

せん茶

紅
こう

茶
ちゃ

げん米茶
ほうじ茶

食べ物と飲み物を何にするか決める。❶
人数分の食べ物と飲み物を用意する。
○何人分か？　○分量は？
❷

食べ物を盛
も

りつけ，飲み物を茶わんや
カップなどにいれる。

❸

みんなでおいしくいただく。❹

5

62 家族とほっとタイム

家族とのふれ合いや団
だ ん

ら
んを，楽しくするくふうが
できるようになろう。

1 2

6年生へ

5年生でできるようになったことを書きましょう。
家族のこと 食べること 着ること・住むこと 消費・環

かん

境
きょう

のこと

自分が生活に生かしていることをカルタに書いてみましょう。

環境

どのような生活の
しかたをしたら，
環境を守ることに
なるのだろう。

家族と安全につ
いて話し合い，も
しものときに備

そな

え
よう。

❶情
じょう

報
ほう

を集める
エコ情報を図書館やインター
ネットを利用して調べる。エ
コ名人にインタビューする。

❶情報を集める
安全情報をインターネットや市
役所などを利用して調べる。実

じっ

際
さい

に歩いて情報を集める。

❷情報をまとめる
環境を考えた生活のしかた
をまとめる。

❸まとめたことを
　発表する
環境を考えた生活のしかた
について意見交

こう

換
かん

する。

❷家族で話し合う・整理する
避
ひ

難
なん

経
けい

路
ろ

などの情報を安全マップに記入する。
家族で話し合って，マップを手直しする。

❹実せんする
自分の家に合った生活のし
かたを実せんする。

❸実せんする
安全マップや家族で確

かく

認
にん

したこ
とを家族が見やすい場所にはる。

家族の
こと

食べる
こと

消費・
環境

着ること・
住むこと

チャレンジコーナー
家庭で実せんしよう

5

2ページ参照

6年生でできるようになりたいことを書きましょう。

64 655年生の学習をふり返り， 6年生の学習へ

生活を
見つめ直す

気づく

考える
調べる
話し合う

生活に生かす
くふうする

わかる
できる

包丁やはさみ，針などの取りあつかい注意の物は，自
分や周囲の人に危

き

害
がい

がおよばないようにする。
●

調理

火にかけているとき，火か
らおろしたばかりのときは，
熱いので手をふれない。
熱湯の入ったなべも取り
あつかいに注意する。

フライパン・なべ

製
せ い

作
さ く

整理・
整とん

活動

●よそ見をしない
●ふざけない
●じゃまをしない

●作業をしやすく

用具の
取りあつかい

●目をはなさない
●使わないときは　
　しまう
●置く場所に注意
　する

置く場所を決めておく。
運ぶときはバットなどに入
れる。
置くときは安定した場所に
置く。
使用後はすぐかたづける。

包
ほう

丁
ちょう

•
•
•
•

•

•

•

燃
も

えやすい物をそばに置か
ない。

こんろ
•

•

•

•

•

•

•
•

•

●家庭科の学習－2年間を見通して－  ……………………… 
●安全に学習をすすめるために ……………………………………

生活を見つめ，できることを増
ふ

やしていこう
わたしと
家族の生活 

　 • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 6

1 はじめてみよう　
クッキング • • • • • • • • • • •  8

1

2

3

はじめてみよう　
ソーイング  • • • • • • • •  183

1

2

2
針
はり

と糸にチャレンジ ・・・・・・・・・・・19クッキング はじめの一歩 ・・・・・ 8

ゆでてみよう ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・12

野菜をゆでておいしく食べよう ・・・15

楽しい小物づくり ・・・・・・・・・・・・・・22

かたづけよう
身の回りの物   25

1

2

3

4 やってみよう
家庭の仕事  • • • • • • •  30

1
2

5
できることを増やそう ・・・・・・・・・30

家族に協力して
仕事をしよう ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・32

身の回りに目を向けよう ・・・・・  25

整理・整とんをしよう ・・・・・・・・・26
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ご飯とみそしるをつくろう ・・・45

食べて元気に • • •  42

1

五大栄
えい

養
よ う

素
そ

のはたらき ・・・・・・432

4

3つの食品のグループと
そのはたらき ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・44

3

7わくわくミシン
 • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • •34

ミシンぬいにチャレンジ ・・・・・・35

計画を立てて，
つくってみよう ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・38

1

2

6

●5年生の学習をふり返り，6年生の学習へ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

●チャレンジコーナー ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

わたしたちの生活とお金 ・・・・・・52

お金や物の使い方を考えよう ・・53

買い物のしかたを考えよう ・・・・54

じょうずに使おう
お金と物 • • • • • • • • • • • •  52

1

2
楽しく団

だん

らん ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・62

つながりを深めよう ・・・・・・・・・・・63

1

2

3

8 寒い季節を
快
か い

適
て き

に • • • • • • • • • • • • • • • • •  56
家族と
ほっとタイム • • • 62

あたたかい着方を
くふうしよう ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・58

明るく，あたたかく住まうくふう
　 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・60

1

2

9 10

●チャレンジコーナー ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

安全に学習をすすめるために

家庭科学習の
すすめ方

わたしは，
学習のヒントや

注意することなどを
伝えていきます。

ガスこんろの火を消し，ガスせんを閉
し

める。●

アイロンを使用しているときは，電源を切る。●

落下物などから身を守る。●

家庭科室では，机の下にもぐることが危
き

険
けん

なこともある
（湯や包丁，アイロン，はさみなどが机の上にあるとき）。
●

どのようなことが起こるか，予想しておこう。●

いつも，なぜそうするのかを考えよう。●

いつもとちがうことが起きたとき，どうすればよいかを
考えておこう。

●

自分から進んで行うことや，友だちと協力することにつ
いて考えておこう。

●

もくじ

いざというときのために
こころがけておこう 地

じ

震
しん

や災
さい

害
がい

が起きたときには

手からはなすときは針さし
にさす。
使用前後には本数を確

たし

か
める。
針が折れたら折れた先を探

さが

して，折れ針入れに入れる。

針
はり

使う直前に電
でん

源
げん

を入れ，使
い終わったら電源を切る。
コントローラーは，ぬうとき
だけ足をのせ，ゆっくりふむ。

ミシン

使用しないときは立てておく。
コンセントをぬれた手でさ
わらない。
コンセントにプラグを差し
こんだり，ぬいたりすると
きは，コードを引

ひ

っ張
ぱ

らな
いで，プラグを持って行う。

アイロン

防災

家庭科室や机
つくえ

の上は，いつも整理・整とんをしておこう。●

＊「発展的な学習内容」は，学習指
し

導
どう

要
ようりょう

領に示
しめ

されていない内容なので，すべての児童が一
いちりつ

律に学習するものではありません。

33
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学ぶ順
じゅん

序
じょ

が
ちがうこともあるよ。

86

103

109
109
110
111

50

64
65

家族や家庭に
ついての学習

➡

食生活に
ついての学習

➡

衣生活・
住生活に
ついての学習

➡

消費・環境に
ついての学習

➡

マークに注意して学ぼう
学習の
参考となる
内容

消費者として
考えること

環
かん

境
きょう

を考えて
くふうする
こと

安全や衛
えい

生
せい

に
注意すること

用語の
解
かい

説
せつ

や
まめ知

ち

識
しき

教科書の中で
参照する
ページ

食生活の
内容

発
はっ

展
てん

的な
学習内容＊

災害に備
そな

える
内容

他教科での
学習と関連
する内容

2
3

3 4 5

　●課題をもって取り組む。
　●できることを増

ふ

やす。
　●家族や周囲の人びとのために生活をくふうする。

―2年間を見通して―家庭科の学習 生活をくふうし，
創
そ う

造
ぞ う

する

中学生へ

入学

2年間でできるようになりたいこと

入学式では
きんちょう
したね。

おばあちゃん，
ただいま。

おかえりなさい。

液
えき

体
たい

も
はかることができる
ようになったね。

製
せい

作
さく

するふくろは
移
い

動
どう

教室や修
しゅう

学
がく

旅行で
使えるね。育てた野菜を

使えるよ。

自分で買い物
できるかな。

運動着は
動きやすく
できているね。

くふうして，
生活に生かす

年生6スープをじょうずに
盛
も

りつけることが
できたよ。

家族みんなで
本の中の「ひみつ」
探
さが

しをしたよ。

支
さ さ

えられている自分

できるようになる自分

成長していく自分

これから学ぶこと

家族や家庭について 食生活について 衣生活・住生活について 消費・環
かん

境
きょう

について

生活を見つめ，
できることを増やす

年生5

家庭科学習のスタート

4・5，64・65，109ページ参照

2

ふっとうのときの
ようすを観察したよ。

1

調理も
するね。

製作も
するよ。

家族と過
す

ごす
時間のくふう
もするよ。

物の使い方や
買い方も
考えるよ。

保
ほ

育
いく

園
えん

に
むかえに行って，
子どもの元気な顔を
見ると，ほっと
しました。（母）

どの教科で
学習したかな？

　５年生から，いよいよ家庭科の学習が始まります。

　家庭科は毎日の生活を大切にし，よりよく過
す

ごすために

必要なことを学びます。

　これから，わたしたちは４年生までの学習をもとに，

家族の一員として次のように学習を進めていきます。

誕
た ん

生
じ ょ う

誕生  小学校入学 …… 支えられている自分 …… ５年生 …… できるようになる自分 …… ６年生 …… 成長している自分 ……

▲教科書表紙 ▲教科書 1・2ページ ▲教科書 4・5ページ ▲教科書 64・65ページ ▲教科書 109ページ

５
年
想
定

６
年
想
定



お茶の話

　お茶は日本の家庭で伝
で ん と う て き

統的
に飲まれてきました。お茶の種
類はいろいろありますが，日本で
はせん茶が多く飲まれています。
　お茶をおいしくいれるには，
湯の温度やいれる時間などに
気をつけます。　

●お茶の生産量が多いところ
静
し ず

岡
お か

県，鹿
か

児
ご

島
し ま

県，三
み

重
え

県，
福
ふ く

岡
お か

県，京
きょう

都
と

府，宮
み や

崎
ざ き

県，
熊
く ま

本
も と

県など

家族とほっとタイム10

楽しく団らん
　団らんのひとときは，1日の中でつかれを忘

わす

れ，ほっと

する時間です。

　かんたんな食べ物とお茶などの飲み物を用意して，家族

との団らんをもつ計画を立て，ふれ合いを深めましょう。

1

　学校であったことや友だちのことを話したり，いっしょ

に仕事をしたりすると，おたがいの気持ちが伝わり，なご

やかな交流が深まります。

　団らんのしかたは，家庭によってさまざまです。どのよ

うな団らんやかかわり方ができるか，くふうしてみましょう。

つながりを深めよう2学習のめあて

団らんの計画と実せん ■かんたんな食べ物と飲み物を用意しよう

＊家族や親しい人と，なごやかな時間を過
す

ごすことを「団らん」といいます。ひと口
メモ

冬の水ようかん（福
ふく

井
い

県など） おやき（長
なが

野
の

県）

ゆべし（福
ふく

島
しま

県など）

カステラを切って皿に盛り
つける。

カステラ
バナナ，いちご，りんごなど
の果物にヨーグルトをかけ
る。

フルーツヨーグルト
白
し ら た ま

玉粉
こ

のだんごをゆでて，きな粉やあんこを
つけたり果

く だ も の

物を組み合わせたりして食べる。

家族とのふれ合いを楽しくするくふうの例

おじいちゃんの子どものころのおやつは何だったのかな。

　どのようなときに団らんをして
いるだろうか。

　話し合おう

■家族とのふれ合いのくふう

■りんごの皮のむき方
丸ごとむく場合●

　か　に切ってむく場合●
（左手で） （右手で）

地
ち

域
いき

に伝わる
伝
でん

統
とう

的
てき

なおやつを
探
さが

してみよう。

どのような
ことを話して
いるのかな。

＊

お茶のいれ方は
9ページにあるよ。

せん茶

紅
こう

茶
ちゃ

げん米茶
ほうじ茶

食べ物と飲み物を何にするか決める。❶
人数分の食べ物と飲み物を用意する。
○何人分か？　○分量は？
❷

食べ物を盛
も

りつけ，飲み物を茶わんや
カップなどにいれる。

❸

みんなでおいしくいただく。❹

9ページ参照
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ふり返ろう　
生かそう

自分でチェックしてみよう！

家族と楽しく団らんし，ふれ合うくふう
をして実せんしましょう。

家族となごやかに過ごす大切さ
がわかりましたか。

1

家族と楽しく団らんしたり，ふれ
合ったりする計画を立てることが
できましたか。

2

「わたしと家族の生活」（６・７ページ），「やっ
てみよう家庭の仕事」（30～ 32ページ），「わ
たしの生活時間」（66～ 68ページ），「共に
生きる生活」（104～ 108ページ）とつながっ
ています。

62 63家族とほっとタイム

家族とのふれ合いや団
だ ん

ら
んを，楽しくするくふうが
できるようになろう。

1 2

お茶の話

　お茶は日本の家庭で伝
で ん と う て き

統的
に飲まれてきました。お茶の種
類はいろいろありますが，日本で
はせん茶が多く飲まれています。
　お茶をおいしくいれるには，
湯の温度やいれる時間などに
気をつけます。　

●お茶の生産量が多いところ
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部屋の明かりだけで
暗いときは
どうしよう。

太陽の熱や光を
利用する方法には,
どのようなものが
あるだろう。

●ソーラーパネル

閉
し

め切った部へ 屋や で
暖
だ ん

ぼう器具を使うときに
注意することは？

寒いときは
どのような

着方をしているかな。
●窓
まど

や出入り口を二重にするくふう（北
ほっかいどう

海道）

社会5年：自然条
じょう

件
けん

と地域の人びとの生活関連

寒い地
ち

域
い き

では
どのようなくふうを
しているだろうか。

あたたかく
過ごすにはどのような
くふうができるかな。

9 寒い季節を快
か い

適
て き

に

　56・57ページのイラストや写
真を見ながら，あたたかく過ごす
ための，着方や住まい方につい
て考え，話し合ってみよう。

　日本は四季の変化が豊
ゆた

かで，冬は寒く，夏は蒸
む

し暑くな

ります。そのため昔から，人びとは季節の変化に合わせ

て，着方や住まい方などをくふうしてきました。
　わたしたちも，寒い季節を気持ちよく過ごすためのくふ

うについて，調べたり考えたりして，自分にできることを

生活に生かしていくようにしましょう。 
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社会 5年：国土の地形や気候関連 理科 3年：太陽と地面のようす関連

図書館や
インターネットなどで 
調べてみよう。

ほかの教科で
学習したことを
思い出そう。

78・79ページと
比
くら

べてみると
いいね。

学習のめあて
衣服のはたらきを知り，あたた
かい着方ができるようになろう。

1

寒い季節を快適に過
す

ごすた
めの住まい方をくふうできる
ようになろう。

2

北 南
太陽

5

日光

かん気

ときどき
空気を

入れかえよう。

暖ぼう

体育 3・4年：毎日の生活と健康関連話し合おう

（気象庁
ちょう

ホームページより）

ひさし
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●ひさし＊を長くするくふう（沖
おきなわ

縄県
けん

） ●植物を植える4 暑い季節を快
か い

適
て き

に 暑い季節を快適に過
す

ごすた
めの住まい方をくふうできる
ようになろう。

学習のめあて

すずしい着方ができるように
なろう。
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たく
ができるようにしよう。

　話し合おう
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理科３年：太陽と地面のようす関連
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いるのかな。

＊

お茶のいれ方は
9ページにあるよ。

せん茶

紅
こう

茶
ちゃ

げん米茶
ほうじ茶

食べ物と飲み物を何にするか決める。❶
人数分の食べ物と飲み物を用意する。
○何人分か？　○分量は？

❷

食べ物を盛
も

りつけ，飲み物を茶わんや
カップなどにいれる。
❸

みんなでおいしくいただく。❹

9ページ参照

5

5

4
1

8
1

ふり返ろう　
生かそう

自分でチェックしてみよう！

家族と楽しく団らんし，ふれ合うくふう
をして実せんしましょう。

家族となごやかに過ごす大切さ
がわかりましたか。

1

家族と楽しく団らんしたり，ふれ
合ったりする計画を立てることが
できましたか。

2

「わたしと家族の生活」（６・７ページ），「やっ
てみよう家庭の仕事」（30～ 32ページ），「わ
たしの生活時間」（66～ 68ページ），「共に
生きる生活」（104～ 108ページ）とつながっ
ています。

62 63家族とほっとタイム

家族とのふれ合いや団
だ ん

ら
んを，楽しくするくふうが
できるようになろう。

1 2

学習のめあて 導 入 まとめ展 開

指導と評価の一体化をはかるため，学習のめあてとタイト
ル，ふり返ろう の項目がそれぞれ呼応しています。

ひと口メモ：用語の説明や，ひと口知識として知っ
ておくと役に立つ内容を随所にちりばめて，授業を
支援します。

学年ごとのテーマカラーを設定しました。

　●課題をもって取り組む。
　●できることを増

ふ

やす。
　●家族や周囲の人びとのために生活をくふうする。

―2年間を見通して―家庭科の学習 生活をくふうし，
創
そ う

造
ぞ う

する

中学生へ

入学

2年間でできるようになりたいこと

入学式では
きんちょう
したね。

おばあちゃん，
ただいま。

おかえりなさい。

液
えき

体
たい

も
はかることができる
ようになったね。

製
せい

作
さく

するふくろは
移
い

動
どう

教室や修
しゅう

学
がく

旅行で
使えるね。育てた野菜を

使えるよ。

自分で買い物
できるかな。

運動着は
動きやすく
できているね。

くふうして，
生活に生かす

年生6スープをじょうずに
盛
も

りつけることが
できたよ。

家族みんなで
本の中の「ひみつ」
探
さが

しをしたよ。

支
さ さ

えられている自分

できるようになる自分

成長していく自分

これから学ぶこと

家族や家庭について 食生活について 衣生活・住生活について 消費・環
かん

境
きょう

について

生活を見つめ，
できることを増やす

年生5

家庭科学習のスタート

4・5，64・65，109ページ参照

2

ふっとうのときの
ようすを観察したよ。

1

調理も
するね。

製作も
するよ。

家族と過
す

ごす
時間のくふう
もするよ。

物の使い方や
買い方も
考えるよ。

保
ほ

育
いく

園
えん

に
むかえに行って，
子どもの元気な顔を
見ると，ほっと
しました。（母）

どの教科で
学習したかな？

　５年生から，いよいよ家庭科の学習が始まります。

　家庭科は毎日の生活を大切にし，よりよく過
す

ごすために

必要なことを学びます。

　これから，わたしたちは４年生までの学習をもとに，

家族の一員として次のように学習を進めていきます。

誕
た ん

生
じ ょ う

　●課題をもって取り組む。
　●できることを増

ふ

やす。
　●家族や周囲の人びとのために生活をくふうする。

―2年間を見通して―家庭科の学習 生活をくふうし，
創
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造
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する
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入学

2年間でできるようになりたいこと

入学式では
きんちょう
したね。

おばあちゃん，
ただいま。

おかえりなさい。

液
えき

体
たい

も
はかることができる
ようになったね。

製
せい

作
さく

するふくろは
移
い

動
どう

教室や修
しゅう

学
がく

旅行で
使えるね。育てた野菜を

使えるよ。

自分で買い物
できるかな。

運動着は
動きやすく
できているね。

くふうして，
生活に生かす

年生6スープをじょうずに
盛
も

りつけることが
できたよ。

家族みんなで
本の中の「ひみつ」
探
さが

しをしたよ。

支
さ さ

えられている自分

できるようになる自分

成長していく自分

これから学ぶこと

家族や家庭について 食生活について 衣生活・住生活について 消費・環
かん

境
きょう

について

生活を見つめ，
できることを増やす

年生5

家庭科学習のスタート

4・5，64・65，109ページ参照

2

ふっとうのときの
ようすを観察したよ。

1

調理も
するね。

製作も
するよ。

家族と過
す

ごす
時間のくふう
もするよ。

物の使い方や
買い方も
考えるよ。

保
ほ

育
いく

園
えん

に
むかえに行って，
子どもの元気な顔を
見ると，ほっと
しました。（母）

どの教科で
学習したかな？

　５年生から，いよいよ家庭科の学習が始まります。

　家庭科は毎日の生活を大切にし，よりよく過
す

ごすために

必要なことを学びます。

　これから，わたしたちは４年生までの学習をもとに，

家族の一員として次のように学習を進めていきます。

誕
た ん

生
じ ょ う

　わたしたちの生活は，地域の環境と深くかかわっていま
す。みんなが気持ちよく生活するためには，一人ひとりが

身近な環境のことを考えながら生活することが大切です。

　生活のしかたについて，話し合ったり，調べたりしてみ

ましょう。

わたしたちの生活と地域1

64・65，108ページ参照
調べたことを発表しよう（模

も

造
ぞう

紙
し

やパンフレッ
ト，新聞などにまとめて発表してもよい）。

生活のしかたを調べて気づいたこと
物や時間の使い方について

じょうずに買い物をするための学習を生かして，文
ぶ ん

房
ぼ う

具
ぐ

などは，最後まで大切に使うようになった。
●

好ききらいをなくし，何でも食べるようにしたので，
食べ残しが少なくなった。

●

一日の生活時間の使い方を調べたことによって，時
間のむだをなくすため，時間を決めてテレビを見るよ
うになった。

●

調理の材料に季節の物を使ったので，値
ね

段
だ ん

も安く栄
養バランスもよく，おいしい料理ができた。

●

資
し

源
げん

を生かす活動について

しまったままの衣服がたくさんあったので，リユース
の観点から，バザーに出してほかの人に使ってもらう
ようにした。

●

地域のリサイクルの取り組み方を調べ，家族と協力
して活動に参加した。

●

物を大切に使って
ごみを増

ふ

やさない
ことが大事だね。

66～ 68ページ参照

28・29ページ
参照

身近なところから
見てみよう。

5

環境

エネルギーの使い方について

あたたかい着方の学習を生かして，衣服を重ね着し
たら，エアコンの温度を高くしなくてすんだ。

●

使っていない部屋の照明器具がついていることに気
づいたので消した。

●

地域社会でのルールやマナーについて

近所の人に朝，元気よく「おはようございます。」と言
えたので，気持ちよく過

す

ごせた。
●

ごみの出し方をくふうするようになった。●

生活のしかたを調べたことによって，自分では気づか
ないところで，近隣の人びとにめいわくをかけていた
ことがわかった。

●

関連
社会 3・4年：人びと
の仕事とわたしたちの
くらし
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17ページ参照
（例）カラフルゆで野菜サラダの調理

ブロッコリーの茎
くき

の利用キャベツのしんの利用

　話し合おう

　整理・整とんやそうじをすると，必要でない物やごみが

出ます。必要でない物のことを不用品と呼
よ

びます。

　整理・整とんをして，自分の持ち物を確
かく

認
にん

したり，使い

切ったりすると，不用品は少なくなります。不用になった

物でも，人にゆずったり，つくりかえたりすると活用でき

ます。

物を生かすくふうをしよう3
　身の回りにいくつも同じ物や不
用品があるのはなぜだろう。

もう一度生かす＝R euse（リユース）むだを減らす＝ R educe（リデュース）

【バザーやフリーマーケット  
　に出す】

【家族や身近な人にゆずる】

道具箱を整理したら，
えんぴつや消しゴムが
たくさんあったよ。

物を生かして使うくふう

リターナブルびん→再使用（リユース）

●最後まで使い切る
筆記用具など一つひとつを大切にし，使い切るまで新し
い物を買わないようにする。

（例）えんぴつや消しゴム

●着られなくなった衣服などを
　ほかの人に使ってもらう

●着られなくなった衣服などをなおしたり
　つくりかえたりして使う

同じフェルトを
友だちと分けあって，
むだが出ない

たち方を考えたよ。

55ページ「4R」参照

●むだなく使う
【布

ぬ の

や紙などの材料】
どうしたらむだが出ないか，
よく考えて使う。

20ページ参照
（例）ネームプレートづくり

22・23ページ参照
（例）小物づくり

食べる量を考えて
調理することも
大切だね。

ごみを減らすくふうをリデュース・リユース・リサイクルの頭
かしら

文
も

字
じ

をとって「３R」といいます。ひと口
メモ

ごみを減
へ

らす3R
環境

54・55ページ参照
消費

使わない
ハンカチを
利用した。

32ページ参照

【リメイクする】
着られなくなった衣服をちがう
物につくりかえて使う。

【小さく切って使う】
着古した衣服を小さく切って，
よごれふきなどに使う。

5

環境消費

●使用後のびんを回
かい

収
しゅう

し，洗
あら

って再
ふたた

び出
しゅっか

荷する

【食品】
調理をするときは，捨

す

てる部
分が少なくてすむようにくふ
うする。

28 かたづけよう
身の回りの物

学習のプロセスがわかるので， 見通しをもって授業にのぞめます見通しを
もてる紙面

お茶の話

　お茶は日本の家庭で伝
で ん と う て き

統的
に飲まれてきました。お茶の種
類はいろいろありますが，日本で
はせん茶が多く飲まれています。
　お茶をおいしくいれるには，
湯の温度やいれる時間などに
気をつけます。　

●お茶の生産量が多いところ
静
し ず

岡
お か

県，鹿
か

児
ご

島
し ま

県，三
み

重
え

県，
福
ふ く

岡
お か

県，京
きょう

都
と

府，宮
み や

崎
ざ き

県，
熊
く ま

本
も と

県など

家族とほっとタイム10

楽しく団らん
　団らんのひとときは，1日の中でつかれを忘

わす

れ，ほっと

する時間です。

　かんたんな食べ物とお茶などの飲み物を用意して，家族

との団らんをもつ計画を立て，ふれ合いを深めましょう。

1

　学校であったことや友だちのことを話したり，いっしょ

に仕事をしたりすると，おたがいの気持ちが伝わり，なご

やかな交流が深まります。

　団らんのしかたは，家庭によってさまざまです。どのよ

うな団らんやかかわり方ができるか，くふうしてみましょう。

つながりを深めよう2学習のめあて

団らんの計画と実せん ■かんたんな食べ物と飲み物を用意しよう

＊家族や親しい人と，なごやかな時間を過
す

ごすことを「団らん」といいます。ひと口
メモ

冬の水ようかん（福
ふく

井
い

県など） おやき（長
なが

野
の

県）

ゆべし（福
ふく

島
しま

県など）

カステラを切って皿に盛り
つける。

カステラ
バナナ，いちご，りんごなど
の果物にヨーグルトをかけ
る。

フルーツヨーグルト
白
し ら た ま

玉粉
こ

のだんごをゆでて，きな粉やあんこを
つけたり果

く だ も の

物を組み合わせたりして食べる。

家族とのふれ合いを楽しくするくふうの例

おじいちゃんの子どものころのおやつは何だったのかな。

　どのようなときに団らんをして
いるだろうか。

　話し合おう

■家族とのふれ合いのくふう

■りんごの皮のむき方
丸ごとむく場合●

　か　に切ってむく場合●
（左手で） （右手で）

地
ち

域
いき

に伝わる
伝
でん

統
とう

的
てき

なおやつを
探
さが

してみよう。

どのような
ことを話して
いるのかな。

＊

お茶のいれ方は
9ページにあるよ。

せん茶

紅
こう

茶
ちゃ

げん米茶
ほうじ茶

食べ物と飲み物を何にするか決める。❶
人数分の食べ物と飲み物を用意する。
○何人分か？　○分量は？
❷

食べ物を盛
も

りつけ，飲み物を茶わんや
カップなどにいれる。

❸

みんなでおいしくいただく。❹

9ページ参照

5

5

4
1

8
1

ふり返ろう　
生かそう

自分でチェックしてみよう！

家族と楽しく団らんし，ふれ合うくふう
をして実せんしましょう。

家族となごやかに過ごす大切さ
がわかりましたか。

1

家族と楽しく団らんしたり，ふれ
合ったりする計画を立てることが
できましたか。

2

「わたしと家族の生活」（６・７ページ），「やっ
てみよう家庭の仕事」（30～ 32ページ），「わ
たしの生活時間」（66～ 68ページ），「共に
生きる生活」（104～ 108ページ）とつながっ
ています。

62 63家族とほっとタイム

家族とのふれ合いや団
だ ん

ら
んを，楽しくするくふうが
できるようになろう。

1 2

2 つの題材は夏と冬で
対比できる紙面に
なっています。

既習の学習を生かし
て，身近なことで取
り組める例を示して
います。

授業の学習のめあてと，
ふり返りがひと目でわか
る仕組みです。

6 7
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家庭科学習でよく使われる用語（●は「ひと口メモ」　　  に取りあげている）ひと口
メモ

◎著作者代表：内野  紀子　日本女子大学　　鳴海  多恵子　東京学芸大学　　石井  克枝　千葉大学　　◎監修：櫻井  純子　元女子栄養大学
相場  郁子　元秋田市立築山小学校
赤塚  朋子　宇都宮大学
秋永  優子　福岡教育大学
天野  晴子　日本女子大学
生野  晴美　東京学芸大学
伊藤  圭子　広島大学
伊波 富久美　宮崎大学
小野  恭子　北海道教育大学
表　  真美　京都女子大学
川端  博子　埼玉大学
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倉持 眞由美　秀明大学
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堀内 かおる　横浜国立大学
宮里  智恵　くらしき作陽大学
三輪  裕子　渋谷区立幡代小学校
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吉本  敏子　三重大学
米田  千恵　千葉大学
綿引  伴子　金沢大学
開隆堂出版株式会社編集部　ほか

（五十音順）
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　　　　　　　データクラフト，ピクスタ，ロケーションリサーチ　ほか
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出
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限
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表示やマーク ・・・・・・・・・・・・・・・・・54
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数字は教科書のページ

折る

（表）

玉結びのつくり方
（別の方法）

❶糸はしの上に針
は り

をのせる。

❷針に糸を２回くらい巻く。

❸巻いたところをおさえて，右
　手で針を引きぬく。

消
しょう

費
ひ

期
き

限
げん

安全に食べられる期限（弁
べ ん

当
と う

，サンドイッ
チ，そうざいなど，いたみやすい物に表示さ
れる）。

おいしく食べることのできる期
限（これを過

す

ぎても，すぐ食べら
れなくなるわけではない）。

賞
しょう

味
み

期
き

限
げん

17 10 22 　賞
しょう

味
み

期
き

限
げん

 
2017年10月22日まで
おいしく食べることができる。

■商品について
　いるマーク

54ページ参照

■衣服の手入れに必要な
　取りあつかい絵表示

電気洗
せん

たく機で
洗ってよい。液温
は 40℃以下。

アイロンは「中」
の温度でかける。

弱い手洗いをする
（洗たく機は使用
しない）。液温は
30℃以下。

83ページ参照

■リユース・リサイクル
　のマーク

29ページ参照54・71ページ参照

消費くらしの中のマークや表
ひょう

示
じ

環境

調理実習を成功させるために 製
せ い

作
さ く

実習を成功させるために資 料

■ぬいしろの折り方

■玉結びのポイント
●糸のはしを人差し指の先に
　１回巻

ま

く。
●より合わせたところを中指でおさえ，
　糸を引く。

■ミシンぬいのポイント

●ボビンの向きに注意する。
下糸を入れる場合

おりた針がまた，上がってき
たら，上糸をゆっくり引く。
下糸が輪になって上がってく
るので，下糸を引き上げる。

●
下糸を出す場合

しるしに合わせ
て折る（1回目）。

● しるしで折る（2
回目）。

● 布がめくれない
よう，ぬいしろ
のはしをぬう。

●
三つ折りぬいの場合

■フライパンの使い方
材料の準

じゅん

備
び

ができてから，こんろに火をつける。 ● 

フライパンを火にかけ，熱くなったら油を入れ，
全体にいきわたらせて，材料を入れる。 

● 

油のはねに注意する。● 

フライパンの柄
え

をしっかり持つ。● 

安全

もし，フライパンに
火が入ったら，すぐに
火を止め，なべのふた
などをかぶせて消す。

72ページ参照

■ボタンつけのポイント

ボタンと布
ぬ の

の間を少し開
け，３・４回穴に通す。

● ●ボタンと布の間に，針を
　出す。

四つ穴ボタンの場合二つ穴
あな

ボタンの場合 足つきボタンの場合

20・21ページ参照

36・37ページ参照

41ページ参照

18・19ページ参照

●不用な紙や布
ぬ の

で，油よ
　ごれをふき取っておく。

■使ったフライパンのあとしまつ 
環境

傷
き ず

がつかないように，
スポンジを用いて洗

あ ら

い，ふきんでふく。

特
とく

殊
しゅ

加工のフライパンの場合

たわしを用いて，湯または洗
せ ん

ざいで洗い，火
にかけてかわかす。

鉄のフライパンの場合

●針
はり

をしっかりおさえ，2・3回巻く。●巻いたところを親指でおさえ，針を引きぬく。
■玉どめのポイント

111 112

二つ穴ボタンと
同じように，

すきまをあけるよ。

足つきボタンの
足が，すきまの
役
やく

割
わり

をしているよ。

上糸

すきま
２～３㎜

布
布

しるし

ぬう

折る

下糸

（うら）

（表）

（うら）
（うら）

（表）

玉結び・玉どめ
玉結び・玉どめ

かぶる たっぷり

■野菜やいもの種類とゆで方 ■ゆでるときの水と湯の量

花

果実

葉

根

茎

ゆで方
おもに水からゆでる おもに湯からゆでる

かぼちゃ

カリフラワー

さやいんげん

ほうれんそう

キャベツ

はくさい

アスパラガス

小さく
切ったときは湯から
ゆでてもいいよ。

食品を入れたときに
温度が下がらない
ように，たっぷりの
湯が必要だね。

れんこん

にんじん
だいこん

じゃがいも

さつまいも
12・13・100ページ参照

緑色の野菜を
色よくゆでるには
湯からゆでる。

ブロッコリー

小松菜

布が 2枚
まい

重なる

布が 3枚
重なる

フライパンが冷めてから。
やけどに注意する。

熱くなっているので
注意する。

● 特設ページを合わせると，より効果的に授業に取り組めます

題材名
学習内容がひと目でわかるタイ
トルになっています。

学習活動
イラストや写真を用いて，わか
りやすいようになっています。

ひと口メモ
学習に関連した用語の説明や，
ひと口知識です。

他教科との関連
他教科と関連している学習内容
を多数掲載しています。

項目名
わかりやすく親しみやすい
項目名になっています。

学習のめあて
「項目名」，「ふり返ろう」の番号
どうしが呼応しており，学習の
めあてが明確です。

課題
授業の導入時に提示すること
で，効果的に活用することがで
きます。

つめ見出し
学習指導要領の A～ Dの領域
ごとにつめ見出しをつけていま
す。 参照ページ

既習内容や，他ページの資料等
を活用するなどして，学習を深
められます。

ひと口メモで取り上げ
ている語句のほか，家
庭科でよく使用される
語句を掲載しました。
さくいんとして，また
言語活動にも使用する
ことができます。

児童がすぐに開いてふ
り返ることができるよ
う，資料ページを新設
しました。資料を見な
がら，つまずきやすい
部分を確認することが
できます。

使いやすい紙面構成になって います紙面構成

2

水を加熱すると水面からは湯気が，水の中からはボコボコとあわが出てきます。この状態をふっとうといいます。
「きゅうす」はお茶をいれる道具です。茶葉がひらくのを待って，湯のみ茶わんにお茶をつぎます。

ひと口
メモ

はじめてみよう
クッキング

調理用具を安全に使えるよ
うになろう。

学習のめあて

　わたしたちが毎日とっている食事は，食品を洗
あら

う，切

る，熱を加える，味をつけるなどの調理をすることによっ

てととのえることができます。

　安全で衛
えい

生
せい

的
てき

に，環
かん

境
きょう

も考えた調理のしかたを学習して

自分で食事の用意ができるようになりましょう。

1

卵
たまご

や青菜をゆでる調理ができ
るようになろう。

2

　調べよう
　家庭では，どのような調理用
加熱器具を使っているのだろう。

ガスこんろ IHクッキングヒーター

ゆでる調理の特
と く

徴
ちょう

を生かして
計画を立て，調理をしよう。

3

点火のしかた
点火つまみ（器具せん）が閉

し

まって
いることを確

た し

かめてから，ガスせん
を開く。

❶

❷点火つまみをおしながらいっ
ぱいに回す。火がついたことを
確かめる。

火がつかなかったときは 「止」
にもどし，もう一度おし回す。

●

ガスせん

ごとく

ガスこんろの安全な使い方

　家庭科室のこんろの使い方の手順を守り，安全に使い

ましょう。

クッキング はじめの一歩1

1 湯をわかしてみよう

点火
つまみ

消火のしかた
❶点火つまみを 「止」にもどす。 
❷ガスせんを閉める。

開

止

点火前
□かん気はしているか。
□燃

も

えやすいものがそばにないか。 

□火がついているか。 
□ほのおがはみ出していないか。 
□たち消え，ふきこぼれで火が消え
　ていないか。

点火後

□確
かく

実
じつ

に火が消えているか。 
□ガスせんは閉めたか。

消火後

　 安全チェック
安全

ほのおの調節
横から見て，ほのおの大きさを確かめなが
ら調節する。

中火

強火

●ガスせんを閉め，窓
ま ど

を開ける。 
●

ガスもれに気づいたとき

かん気せんなどのスイッチにふれない（ス
イッチを入れると火花が出て，もれたガ
スに引火するおそれがある）。

きゅうすで日本茶をいれる場合
人数分のせん茶をきゅ
うすに入れ，湯をそそい
で，しばらくおく。

❶

どの茶わんも同じこさになる
ように，少しずつ順番につぎ
分ける。きゅうすにお茶が残
らないようにする。

❷

せん茶 ・・・2g（小さじ1）
湯 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・100mL
　（ふっとうした湯を
　少しさましてから用
　いる。）

材料と分量（1人分のめやす）

62ページ参照

水を入れたなべや，やかんを
こんろに置き，点火する。
❶

湯のわかし方
ふっとうを確かめ，火を消す。❷

やかんの大きさ
に合わせ，火

ひ

加
か

減
げん

を調節する。

なべややかんの底がぬれ
ていたら先にふいておく。 

蒸
じょう

発
はつ

するので，
必要な湯の分量
より少し多めの
水を入れる。

理科4年： 温度による
水の変化

関連

ほのおが横からはみ出な
いようにし，エネルギーの
むだ使いをふせぐ。 

やかんをごとくの中央に置く。
手や衣服を火に近づけない。 
湯気の出るところに顔や手を出さない。 

音や湯
ゆ

気
げ

の
ようすを観察
しよう。

家庭にある調理用
加熱器具で湯をわかし，
飲み物をつくって

家族と味わってみよう。

5

10

クッキングは「調理」，「調理すること」で，英語では cookingと書きます。ひと口
メモ

茶さじ

きゅうす

茶たく

8 9はじめてみよう
クッキング

2

水を加熱すると水面からは湯気が，水の中からはボコボコとあわが出てきます。この状態をふっとうといいます。
「きゅうす」はお茶をいれる道具です。茶葉がひらくのを待って，湯のみ茶わんにお茶をつぎます。

ひと口
メモ

はじめてみよう
クッキング

調理用具を安全に使えるよ
うになろう。

学習のめあて

　わたしたちが毎日とっている食事は，食品を洗
あら

う，切

る，熱を加える，味をつけるなどの調理をすることによっ

てととのえることができます。

　安全で衛
えい

生
せい

的
てき

に，環
かん

境
きょう

も考えた調理のしかたを学習して

自分で食事の用意ができるようになりましょう。

1

卵
たまご

や青菜をゆでる調理ができ
るようになろう。

2

　調べよう
　家庭では，どのような調理用
加熱器具を使っているのだろう。

ガスこんろ IHクッキングヒーター

ゆでる調理の特
と く

徴
ちょう

を生かして
計画を立て，調理をしよう。

3

点火のしかた
点火つまみ（器具せん）が閉

し

まって
いることを確

た し

かめてから，ガスせん
を開く。

❶

❷点火つまみをおしながらいっ
ぱいに回す。火がついたことを
確かめる。

火がつかなかったときは 「止」
にもどし，もう一度おし回す。

●

ガスせん

ごとく

ガスこんろの安全な使い方

　家庭科室のこんろの使い方の手順を守り，安全に使い

ましょう。

クッキング はじめの一歩1

1 湯をわかしてみよう

点火
つまみ

消火のしかた
❶点火つまみを 「止」にもどす。 
❷ガスせんを閉める。

開

止

点火前
□かん気はしているか。
□燃

も

えやすいものがそばにないか。 

□火がついているか。 
□ほのおがはみ出していないか。 
□たち消え，ふきこぼれで火が消え
　ていないか。

点火後

□確
かく

実
じつ

に火が消えているか。 
□ガスせんは閉めたか。

消火後

　 安全チェック
安全

ほのおの調節
横から見て，ほのおの大きさを確かめなが
ら調節する。

中火

強火

●ガスせんを閉め，窓
ま ど

を開ける。 
●

ガスもれに気づいたとき

かん気せんなどのスイッチにふれない（ス
イッチを入れると火花が出て，もれたガ
スに引火するおそれがある）。

きゅうすで日本茶をいれる場合
人数分のせん茶をきゅ
うすに入れ，湯をそそい
で，しばらくおく。

❶

どの茶わんも同じこさになる
ように，少しずつ順番につぎ
分ける。きゅうすにお茶が残
らないようにする。

❷

せん茶 ・・・2g（小さじ1）
湯 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・100mL
　（ふっとうした湯を
　少しさましてから用
　いる。）

材料と分量（1人分のめやす）

62ページ参照

水を入れたなべや，やかんを
こんろに置き，点火する。
❶

湯のわかし方
ふっとうを確かめ，火を消す。❷

やかんの大きさ
に合わせ，火

ひ

加
か

減
げん

を調節する。

なべややかんの底がぬれ
ていたら先にふいておく。 

蒸
じょう

発
はつ

するので，
必要な湯の分量
より少し多めの
水を入れる。

理科4年： 温度による
水の変化

関連

ほのおが横からはみ出な
いようにし，エネルギーの
むだ使いをふせぐ。 

やかんをごとくの中央に置く。
手や衣服を火に近づけない。 
湯気の出るところに顔や手を出さない。 

音や湯
ゆ

気
げ

の
ようすを観察
しよう。

家庭にある調理用
加熱器具で湯をわかし，
飲み物をつくって

家族と味わってみよう。

5

10

クッキングは「調理」，「調理すること」で，英語では cookingと書きます。ひと口
メモ

茶さじ

きゅうす

茶たく

8 9はじめてみよう
クッキング

卵のゆで時間と
固まり具合

ゆで卵はふっとう後5分間以上ゆで
たものを食べよう。 

3分   

▲    

5分   

▲    

10分   

▲    

15分   

▲

ふっとう後

70ページ「卵の賞
しょう

味
み

期
き

限
げん

」参照

かたゆで卵の調理ができた。
安全に調理ができた。

❶
❷

「できたかな」
ゆで卵

ふり返ろう
生かそう

自分でチェックしてみよう！

調理用具を安全に使うことができ
ましたか。

いろいろな野菜をゆでてみましょう。
「食べて元気に」（42〜 49 ページ），「いた
めてつくろう朝食のおかず」（69〜 73 ペー
ジ），「くふうしようおいしい食事」（96〜
102 ページ）とつながっています。

1

卵
たまご

や青菜をゆでることができまし
たか。

2

ゆでる調理の特
と く

徴
ちょう

を生かしておい
しく調理することができましたか。

3

▲教科書 17 ページ▲教科書 12 ページ▲教科書 12 ページ

▲教科書 113 ページ▲教科書 111・112 ページ

（本冊子 26 ページを参照）

参考
授業に役立つ資料です。

できたかな
技能チェック表で，学習成果を
確かめられます。

ふり返ろう・生かそう
めあてと呼応しており，学習内
容をふり返ることができます。

8 9



安全教育を徹底しています
● いつでも開いて確認できる特設ページを設けています ● 安全マーク・防災マークを随所に配置しています

● 食物アレルギーにも対応しています

卵のゆで方（卵アレルギーがある場合は，切ったじゃがいもなどをゆでてみよう。）

●よそ見をしない。●調理台の上は，作業がしやす
　いように整理する。

調理をするときに気をつけること安全

はさみのわたし方
わたす人に刃

は

先
さ き

を向けない。

安全

住
じゅう

宅
た く

用洗
せ ん

ざいの
使い方

安全

　住宅用洗ざいを使う場合
は，必ず表

ひょう

示
じ

を読んで，使用方
法や注意を守り，適

て き

量
りょう

を使う。

ちがう種類の洗ざいを
同時に使うと危

き

険
け ん

だよ！

災
さ い

害
が い

などのときに
持ち出したい物は，

整理・整とん
しておくといいね。

防災
手ぬぐいは災

さい

害
がい

の
ときにも役立ちます

●頭にかぶって身をまもる。
けがや骨

こ っ

折
せ つ

をしたときは，
包帯として使う。

●

しばってふくろのようにし，
小さな荷物を入れる。

●

寒いときに身につける。●

わが家で準
じゅん

備
び

する
ことは何だろう。

防災

品　　名 ウインナーソーセージ

150g

10℃以下で保存すること
○年○月○日

○○会社，○○県○○市

原材料名*

賞味期限
保存方法

内 容 量

製 造 者

ぶた肉，とり肉，結着
材料（でんぷん（小麦**
をふくむ）），だいず**
（たんぱく），食塩，香辛料，
さとう，調味料（○○），
発色剤（○○），保存料
（○○），……

（原材料名のらんは略記。）

けっちゃく

こうしん

ほ ぞん

　＊ 原材料名は，材料の多い順にならんでいて， 
調味料，発色剤

ざい

，保存料などを食品添
てん

加
か

物
ぶつ

という。
＊＊食物アレルギーがある人に重要な
　　情報となっている。

安全

包丁やはさみ，針などの取りあつかい注意の物は，自
分や周囲の人に危

き

害
がい

がおよばないようにする。
●

調理

火にかけているとき，火か
らおろしたばかりのときは，
熱いので手をふれない。
熱湯の入ったなべも取り
あつかいに注意する。

フライパン・なべ

製
せ い

作
さ く

整理・
整とん

活動

●よそ見をしない
●ふざけない
●じゃまをしない

●作業をしやすく

用具の
取りあつかい

●目をはなさない
●使わないときは　
　しまう
●置く場所に注意
　する

置く場所を決めておく。
運ぶときはバットなどに入
れる。
置くときは安定した場所に
置く。
使用後はすぐかたづける。

包
ほう

丁
ちょう

•
•
•
•

•

•

•

燃
も

えやすい物をそばに置か
ない。

こんろ
•

•

•

•

•

•

•
•

•

安全に学習をすすめるために

ガスこんろの火を消し，ガスせんを閉
し

める。●

アイロンを使用しているときは，電源を切る。●

落下物などから身を守る。●

家庭科室では，机の下にもぐることが危
き

険
けん

なこともある
（湯や包丁，アイロン，はさみなどが机の上にあるとき）。
●

どのようなことが起こるか，予想しておこう。●

いつも，なぜそうするのかを考えよう。●

いつもとちがうことが起きたとき，どうすればよいかを
考えておこう。

●

自分から進んで行うことや，友だちと協力することにつ
いて考えておこう。

●

いざというときのために
こころがけておこう 地

じ

震
しん

や災
さい

害
がい

が起きたときには

手からはなすときは針さし
にさす。
使用前後には本数を確

たし

か
める。
針が折れたら折れた先を探

さが

して，折れ針入れに入れる。

針
はり

使う直前に電
でん

源
げん

を入れ，使
い終わったら電源を切る。
コントローラーは，ぬうとき
だけ足をのせ，ゆっくりふむ。

ミシン

使用しないときは立てておく。
コンセントをぬれた手でさ
わらない。
コンセントにプラグを差し
こんだり，ぬいたりすると
きは，コードを引

ひ

っ張
ぱ

らな
いで，プラグを持って行う。

アイロン

防災

家庭科室や机
つくえ

の上は，いつも整理・整とんをしておこう。●

3

安全

防災

安　全

▲教科書 3 ページ

▲教科書 11 ページ

▲教科書 33 ページ

▲教科書 10 ページ

▲教科書 12 ページ

▲教科書 71 ページ

▲教科書 21 ページ

▲教科書 103 ページ

▲教科書 77 ページ

▲教科書 108 ページ

安全のために必ず守る基本
的事項をまとめています。
常に開いて活用できます。

（本冊子 24 〜 26 ページを参照）
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家庭科の特質を生かして「食育」の充実をはかっています ◎給食からつながる「食」の学習を大切にして，家庭科の特質を生かして 2 学年間の学習の流れが系統性をもつ構成・配列です。
◎健康で安全な食生活を実践するための基礎を培うことができるように，ていねいに，繰り返し学習ができる紙面構成です。

はじめてみよう　
クッキング • • • • • • • • • • •  8

1

2

3

2
クッキング はじめの一歩 ・・・・ 8

ゆでてみよう ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・12

野菜をゆでておいしく食べよう ・・15

なぜ食べるのか考えよう ・・・・・42

ご飯とみそしるをつくろう ・・・45

食べて元気に • • •  42

1

五大栄
え い

養
よ う

素
そ

のはたらき ・・・・・・432

4

3つの食品のグループと
そのはたらき ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・44

3

7 くふうしよう
おいしい食事 • • •  96

1

2

6
バランスのよいこんだてを
考えよう ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・97

身近な食品で
おかずをつくろう ・・・・・・・・・・・・・100

3 楽しく，おいしい食事を
くふうしよう ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・102

いためてつくろう
朝食のおかず • • • 69

1
2

2
朝食を考えよう ・・・・・・・・・・・・・・・・69

いためてみよう ・・・・・・・・・・・・・・・・71

調理の基礎・基本

お茶・ゆでる調理

五大栄養素と食品の関係

ご飯とみそしる

朝食の役割

いためる調理

バランスのよいこんだて

おかずづくり

●  「食」についての学習は，2 年間を通してストーリー性（系統性）をもった題材の
構成・配列をしています。

[５年生想定] [６年生想定]

●  なぜかがわかる科学的根拠に基づいた資料，ひとめでわかる資料が豊富です。

●  「和食」に関することも取り上げています（本冊子 20・21 ページも参照ください）。

●  巻末の「調理実習を成功させるために」も，基礎・基本がひとめでわかります
　 （本冊子 8，26 ページを参照ください）。

●  給食を基にして，食品と五大栄養素，食品のはたらきの関係が，児童の思考の流れ
にそって理解できるように示しています。

◀教科書 69 ページ

▼教科書 15 ページ

折り込み 110 ページの「栄養素のはたらきによる食品の分類」と合わせて活用すると，より効果的です
（本冊子 24 〜 26 ページを参照ください）。

　話し合おう
　朝食をとる前ととった後で，どのようなちが
いがあるだろうか。下の写真を見て話し合おう。

（写真は熱の分
ぶ ん

布
ぷ

を調べる実験の成人男性の例。体温が高いほ
ど赤色がこく，低いほど青色がこくなる。）

体温（℃）
35.0
34.0
33.0
32.0
31.0
30.0
29.0
28.0
27.0

35.0
34.0
33.0
32.0
31.0
30.0
29.0
28.0
27.0

朝
食
前

朝
食
後
約
30
分

花

果実

葉

根

茎

ゆで方

おもに水からゆでる おもに湯からゆでる

かぼちゃ

ブロッコリー

カリフラワー さやいんげん

ほうれんそう

小松菜

キャベツ はくさい

アスパラガス

小さく
切ったときは湯から

ゆでてもいいよ。

緑色の野菜を
色よくゆでるには

湯からゆでる。

理科3年：植物の育ち方関連

花やつぼみを
食べる

葉を食べる

根を食べる

地下茎
け い

を
食べる

果実や
種を食べる

茎
く き

を食べる

新鮮な野菜や
いもの見分け方

固くしまってい
て色つやがよい

いもは芽が出て
いないもの

色つやがよくて
みずみずしい＊＊

にんじん だいこん
さつまいも

れんこん じゃがいも

■野菜やいもの種類とゆで方・見分け方

一
い ち

汁
じゅう

三
さ ん

菜
さ い

　ご飯とみそしるなどのしる物に，おかず（菜）を3品
そろえた食事のことです。 ご飯とみそしるを基

き

本
ほ ん

とし
て，これにいろいろなおかずを加える食事は，栄養の
バランスをとりやすくなります。

発展発展

■茶わん，しるわん，はしの置き方

食生活の
内容

●  調理の手順はすべて児童の側から見たときの写真で示しています。

もう一度ふっとうしたら火を
止め，水にとる。

❷水にとる＊。土などを洗い落とす。

洗う1 ゆでる2 切る3

青菜のゆで方

そろえて軽く
しぼる。

❸水気をしぼる。

4〜 5㎝の長さに切り
そろえる。

包丁で切る。湯をわかし，ふっとうした
ら根から青菜を入れる。

❶

やけどに
注意

強火

たっぷりの水をなべに入
れ , ふたをし湯をわかす。

（写真はほうれんそうの例）

◀教科書 13 ページ

◦�実習中に教科書を見ながら，
調理の過程の材料の状態が
わかるので，失敗を防げます。
◦�教科書を見ながら，家庭で
の実践に取り組めます。

▼教科書 42 ページ

　食べた物は体の中でどうなる
のだろう。下の図を見て考えて
みよう。

　話し合おう

煮
に
物
もの

体の調子を整える体をつくる

学習のめあて
　 なぜ食べるのかを考え，食品にふくまれ
る栄

えい

養
よ う

素
そ

の体内でのはたらきを理
り

解
か い

しよう。
1 2

ご飯とみそしるの調理ができるようになろう。4

五大栄養素のはたらきによる食品のグ
ループ分けを理解しよう。

3

　わたしたちの体は，ねむっている間も呼
こ

吸
きゅう

し，心
しん

臓
ぞう

が動

き，体温が保
たも

たれています。歩いたり，走ったり，話した

り，食べたり，いろいろな活動もしています。そのための

エネルギーをわたしたちは，食べた食品から得ています。

　食品には，生命を保
たも

ち，活動し成長するためになくては

ならない栄養素がふくまれています。栄養素には，炭水化
物，脂

し

質
しつ

，たんぱく質，無
む

機
き

質
しつ

，ビタミンがあり，それを
五大栄養素といいます。
　炭水化物と脂質は，体内で燃

ねん

焼
しょう

してエネルギーになります。
　たんぱく質はおもに筋

きん

肉
にく

などの体をつくるために使われ
ますが，エネルギーにもなります。無機質のうちカルシウ

ムは，骨
ほね

や歯の成分ですが，無機質には体の調子を整える
はたらきもあります。

　ビタミンは，体の調子を整えるはたらきをします。

　栄養素は，たがいにかかわり合い，助け合って，体の中で

はたらいています。

＊たんぱく質は，体の中で炭水化物や脂質などエネルギーのもとが足りなくなるとエネルギーのもととしてもはたらきます。

食べ物のゆくえ

　わたしたちは食べ物を食べて体内で
消化し，栄養素を吸収して利用してい
る。このはたらきを栄養という。

理科6年：
「食べ物の消化・吸収・排

はいしゅつ

出」
関連

2 五大栄
え い

養
よ う

素
そ

のはたらき

消化

栄養素の
体内での
はたらき

吸
きゅう

収
しゅう

　わたしたちは生まれてから現
げん

在
ざい

まで，いろいろな食べ物

を食べています。なぜ食べることが必要なのか考えてみま

しょう。

　毎日食べている食べ物は，いろいろな食品でできていま

す。これらの食品は体内で，どのようなはたらきをしてい

るのでしょうか。

なぜ食べるのか考えよう1

7 食べて元気に

ぶた肉

じゃがいもにんじん こまつな煮
に

干
ぼ

し

たまねぎ さやえんどう 油あげ みそ

わたしは
生まれたときの体重が

３kgだったけれど，今は 35kg。
食べて大きくなったんだね。

みかん

牛
ぎゅう
乳
にゅう

米

ご飯 みそしる

油

　やってみよう
　昨日，どんな物を食べただろ
う。思い出して書いてみよう。

炭水化物 たんぱく質＊脂質 無機質 ビタミン

■給食のこんだてと使われている食品の例

■五大栄養素の体内でのはたらき

筋肉がついたり，け
がが治ったり，かみ
がのびたりするね。

牛乳や小魚を食べる
と骨がじょうぶになっ
て背

せ

がのびるといわ
れたことがあるよ。

炭水化物や脂質がエ
ネルギーになるのを
助けるはたらきもして
いるね。

病気になりにくくなっ
たり，傷

きず

が回
かい

復
ふく

しや
すくなったりするよ。

5

10

15

5

エネルギーになる

体温は，36 度くら
いに保たれてい
るよ。

運動するには，エ
ネルギーが必要
だね。

はいせつ

42 43食べて元気に

▼教科書 43 ページ

体の調子を整える体をつくる

＊たんぱく質は，体の中で炭水化物や脂質などエネルギーのもとが足りなくなるとエネルギーのもととしてもはたらきます。

炭水化物 たんぱく質＊脂質 無機質 ビタミン

■五大栄養素の体内でのはたらき

筋肉がついたり，け
がが治ったり，かみ
がのびたりするね。

牛乳や小魚を食べる
と骨がじょうぶになっ
て背

せ

がのびるといわ
れたことがあるよ。

炭水化物や脂質がエ
ネルギーになるのを
助けるはたらきもし
ているね。

病 気になりにくく
なったり，傷

き ず

が回
か い

復
ふ く

しやすくなったりす
るよ。

エネルギーになる

体温は，36 度くら 
いに保たれてい 
るよ。

運動するには，エ
ネルギーが必要 
だね。

▼教科書 44 ページ

米・パン・めん類・
いも類・
さとうなど

油・バター・
マヨネーズなど

魚・肉・卵・
豆・豆製

せ い

品
ひ ん

など
牛乳・乳製品・
小魚・
海そうなど

野菜・果物・きのこなど

おもにエネルギーの
もとになる食品

おもに体をつくる
もとになる食品

おもに体の調子を整える
もとになる食品

食品の
グループ

食品

多くふくまれる
栄養素 炭水化物 脂質 たんぱく質 無機質

（カルシウムなど） ビタミン・無機質

■ 3つの食品のグループと多くふくまれる栄養素

　やってみよう 「給食のこんだてと使われている食品の例」（42 ページ）の食品を，おもなはたら
きによる3 つのグループに分けてみよう。

110ページ参照

朝食の前後で体温の変化がわかる実
験結果を写真で示して，朝食の大切
さを実感させることができます。

野菜やいもの種類と，水からゆでる
もの，お湯からゆでるものの関係が，
ひとめでわかります。

配膳のしかたも
わかります。

食　育

▼

教科書 45，96 ページ
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繰り返し・積み上げ学習で， 基礎・基本の定着をはかります基礎・基本

● 簡単なものから繰り返し・積み上げて ● 写真とイラストでわかりやすく例示

● 調理手順は写真でより具体的に

● 裏表紙に切り方の一覧表

● つまずきやすいところは拡大

● マークでわかる火加減

せん切り短
たん

冊
ざく

切り さいの目切り

ななめ切り 輪切り うす切り

いちょう切り半月切り くし形切り

皮をむく（りんご）

皮をむく（じゃがいも） 芽を取る（じゃがいも）

　か　に切ってむく1
4

1
8

児童の目線と同じ角度の写真にしました。
わかりやすく，家庭でも実践できます。

強火

フライパンを火にかけ，温まったら油を全体にいきわたらせ
る。材料を順に入れ，手早くいためる。 

❶ 塩とこしょうで味
をつけて火を止
める。

❷

いためる3

にんじん ピーマン キャベツ

• 火の通りにくいものから順にいためる。 
• 強火で短時間でいためる（けむりが出てこげそうだったら，一度火を消し
 たり，火を弱めたりする）。

おいしくする
ポイント

❷人差し指をずらしながら， 糸をより合わせる。

折る

（表）

しるしに合わせ
て折る（1回目）。

● しるしで折る（2
回目）。

● 布がめくれない
よう，ぬいしろ
のはしをぬう。

●
三つ折りぬいの場合

41ページ参照

しるし

ぬう

折る

（うら）

（表）

（うら）
（うら）

（表）

布が 2枚
まい

重なる

布が 3枚
重なる

（うら）

（わ）底

ひものはしがほつれないように返しぬいな
どをして，じょうぶにぬう。

うらからひもをつける方法

中火

強火

ゆで野菜の
サラダをつくる
切る・ゆでる・
調味する

ガスこんろで
湯をわかす

青菜をゆでる
ふっとうした
湯でゆでる

卵をゆでる
水からゆでる

ほかの
調理実習へ

▲教科書 19 ページ

▲教科書 73 ページ

▲教科書裏表紙

▲教科書 112 ページ

▲教科書 91 ページ

ふっとうしたら弱火で10〜12分間ゆでる。

❷こんろにかけ，強火にする。

強火

①の煮干しの入ったなべをこ
んろにかけ，強火で加熱する。

だしをとる3

中火強火

▲教科書 12 ページ ▲教科書 49 ページ

次の調理の
題材へ5年生想定の調理

の基礎がしっかり
定着できるように
しています。

調理実習の例

青菜をゆでる

ガスこんろの使い方
卵をゆでる

いろいろな野菜を
ゆでる

● 他の題材も同様の構成です

14 15



豊富な調理実習例・製作例実習例
製作例

◎小学校で学ぶ「ゆでる」「いためる」。基礎・基本をおさえて，やさしいものから順に実習していきます。
◎児童が「つくってみたい」と感じる参考作品。各自の技能レベルに合った製作物を考えやすい豊富な製作例。

●ご飯とみそしる　「食べて元気に」（教科書 42 〜 49 ページ）

●ミシンぬいの基礎　「わくわくミシン」（教科書 38 〜 41 ページ）

●ゆでる・いためる　「くふうしよう　おいしい食事」（教科書 96 〜 102 ページ）

＜実習例＞
＜実習例＞

＜実習例＞ ＜発展＞ ＜参考例＞ ＜発展＞
＜実習例＞

＜実習例＞

＜実習例＞

＜チャレンジコーナー＞

＜チャレンジコーナー＞
＜チャレンジコーナー＞

＜参考例＞

＜参考例＞ ＜製作例＞

＜チャレンジコーナー＞

＜参考例＞

＜チャレンジコーナー＞

日本茶（湯をわかす）
スクランブルエッグ

粉ふきいも 目玉焼き ツナポテトサラダ 野菜の煮物ジャーマンポテト

塩やきそば いろどり弁当三色野菜いため

ご飯

マスコット（玉結び）

ランチョンマット クッション マルチカバー まくらカバー

マスコット（玉どめ） ネームプレート フェルトでつくるカード入れ 布でつくるティッシュペーパー入れ ネームプレート マイバッグ

フリルきんちゃく 小物の整理に
役立つバッグ

湯たんぽ
カバー

ブックカバー

フォーク・
スプーン入れ

手ぬぐいで
つくった
ほこりよけ

エプロン

花ふきん ブックカバー
ペットボトル
キャップの針さし

いろいろな小物 ナップザック カフェエプロン

弁当つつみ

おにぎりみそしる

ゆで卵 青菜のおひたし カラフルゆで野菜サラダ ねぎのすみそあえこまつなのごまあえ ミニトマト入りゆで野菜サラダ

★調理実習
 ●ゆでる　「はじめてみよう　クッキング」（教科書 8 〜 17 ページ）

★製作　
●玉結び・玉どめ　ボタンつけ　手ぬいの基礎　「はじめてみよう　ソーイング」（教科書 18 〜 24 ページ）

●いためる　「いためてつくろう　朝食のおかず」（教科書 69 〜 73 ページ）５年生

６年生

●手ぬい・ミシンぬい　「楽しくソーイング」（教科書 88 〜 95 ページ）
５年生

６年生

＜チャレンジコーナー＞
ゆで卵サンド そうめん

みんなでつくる

ひとりでつくる

21

数字のマスコット

つながる
アイスクリーム
マスコット

いろいろな小物

なみぬい

半返しぬい

なみぬい

玉どめ

本返しぬい

本返しぬい

はさみケース

ハンカチで
つくるふくろ

ペンケース

針さし
２枚

まい

の布の表と表を合わせて
（中

なか

表
おもて

）なみぬいでぬい合わせ，
表に返す。

なみぬい
ぬいとり

39ページ参照

23

16 17



17ページ参照
（例）カラフルゆで野菜サラダの調理

ブロッコリーの茎
くき

の利用キャベツのしんの利用

　話し合おう

　整理・整とんやそうじをすると，必要でない物やごみが

出ます。必要でない物のことを不用品と呼
よ

びます。

　整理・整とんをして，自分の持ち物を確
かく

認
にん

したり，使い

切ったりすると，不用品は少なくなります。不用になった

物でも，人にゆずったり，つくりかえたりすると活用でき

ます。

　自分で活用できない物でも，地
ち

域
いき

の決まりに従
したが

っ

て，きちんと分
ぶん

別
べつ

して出すと資
し

源
げん

として再
さい

使
し

用
よう

・再
生利用ができるようになります。
　地域で集められたごみを処

しょ

理
り

するためには多くの

費用と資源が使われています。ごみはわたしたちが

くふうして生活することによって，減らすことがで

きます。ごみを少なくするために，物を大切にし，

捨
す

てる前に資源として生かす

方法を考えましょう。

物を生かすくふうをしよう3
　身の回りにいくつも同じ物や不
用品があるのはなぜだろう。

もう一度生かす＝R euse（リユース） 資源として使えるようにする＝R ecycle（リサイクル）むだを減らす＝ R educe（リデュース）

原料に古紙を規
き

定
てい

の割
わり

合
あい

以上利用
している商品

グリーンマーク

洗
あら

ってくり返し使われるガラスびん
リターナブルマーク

使用済
ず

み牛乳パックを原料として使
用している商品

牛
ぎゅう

乳
にゅう

パック再利用マーク

ペットボトルをリサイクルしてつく
られた商品

ペットボトルリサイクル
推
すい

しょうマーク

【バザーやフリーマーケット  
　に出す】

【家族や身近な人にゆずる】

■リユース・リサイクル
　した物につけられるマーク

道具箱を整理したら，
えんぴつや消しゴムが
たくさんあったよ。

買い物を
するときに
参考にしよう。

54ページ参照

物を生かして使うくふう

（資源ごみのゆくえ）

スチール

アルミニウム●アルミニウムかん，スチールかん

●ペットボトル，食品トレイ

●びん類

リターナブルびん→再使用（リユース）

ワンウェイびん→リサイクル

使用後，くだいて再生産する。

●古新聞・雑
ざ っ

誌
し

, 牛乳パックなど

捨てずに分類すると
新しい物に生まれ変わるね。

「捨てればごみ，分ければ資源！」

自分でチェックしてみよう！

くふうして整理・整とんができるよう
になりましたか。

整理・整とんがなぜ必要か，考える
ことができましたか。

不用品の活用と，処分のしかたが
わかりましたか。
身の回りを整理・整とんし，自分が持っ
ている物を大切にして，最後まで使い
切るようにしましょう。

ふり返ろう 生かそう

社会3・4年：ごみの処理関連

●最後まで使い切る
筆記用具など一つひとつを大切にし，使い切るまで新し
い物を買わないようにする。

（例）えんぴつや消しゴム

●着られなくなった衣服などを
　ほかの人に使ってもらう

●着られなくなった衣服などをなおしたり
　つくりかえたりして使う

同じフェルトを
友だちと分けあって，
むだが出ない

たち方を考えたよ。

55ページ「4R」参照

●むだなく使う
【布

ぬ の

や紙などの材料】
どうしたらむだが出ないか，
よく考えて使う。

20ページ参照
（例）ネームプレートづくり

22・23ページ参照
（例）小物づくり

食べる量を考えて
調理することも
大切だね。

ごみを減らすくふうをリデュース・リユース・リサイクルの頭
かしら

文
も

字
じ

をとって「３R」といいます。ひと口
メモ

■学校と地域の取り組み
生ごみを使ってたい肥

ひ

にし，野菜や草花を育てる。

給食の生ごみと土などを合
わせてたい肥づくり。

学校菜園で野菜の収
しゅう

穫
かく

。
給食に使う。

（長
なが

崎
さき

市の小学校と自治会の取り組みの例）

ごみを減
へ

らす3R
環境

54・55ページ参照
消費

使わない
ハンカチを
利用した。

32ページ参照

【リメイクする】
着られなくなった衣服をちがう
物につくりかえて使う。

【小さく切って使う】
着古した衣服を小さく切って，
よごれふきなどに使う。 1

3

2

5

5

「じょうずに使おうお金と物」（52～ 55ページ），
「クリーン大作戦」（74～ 77ページ），「共に生き
る生活」（104～ 109ページ）とつながっています。

環境消費

●使用後のびんを回
かい

収
しゅう

し，洗
あら

って再
ふたた

び出
しゅっか

荷する

【食品】
調理をするときは，捨

す

てる部
分が少なくてすむようにくふ
うする。

28 29かたづけよう
身の回りの物

具体的活動を通して，消費者 教育の充実をはかっています消費・環境 ◎ 各題材の中でも「消
費・環境」との関連を
意識させています。

● 家族・家庭，食生活，衣生活など他の内容と消費・環境の関連を 具体的に示しています。

● 「お金の使い方」でも買い物の学習だけでなく，物を大切に
　 使い生かすことを繰り返し学べるようにしています。

物を生かして使う�
くふう⇒ごみを減らす
３Ｒ

教科書 53 ページ

▲ 教科書 28・29 ページ ▲ 教科書 53 ページ

▲ 教科書 32 ページ ▲ 教科書 7 ページ

17ページ参照
（例）カラフルゆで野菜サラダの調理

ブロッコリーの茎
く き

の利用キャベツのしんの利用

食べる量を考えて
調理することも

大切だね。

【食品】
調理をするときは，捨

す

てる部
分が少なくてすむようにくふ
うする。

同じフェルトを
友だちと分けあって，

むだが出ない
たち方を考えたよ。

●むだなく使う
【布

ぬ の

や紙などの材料】
どうしたらむだが出ないか，
よく考えて使う。

20ページ参照
（例）ネームプレートづくり

買い物のときは…

小さく切り分け，
よごれをふきとる
ときに利用する。

● 資
し

源
げ ん

ごみとして分
別して出す。

●

食器洗
あ ら

いや洗
せ ん

たく
のときは…

不用な服は… 紙やペットボトル，
びんやかんは…

水や洗ざいを使
いすぎない。

●買い物ぶくろを
持っていく。

●

買う前に考えよう 消費

買おう
条
じょう

件
けん

が整ったら買う
・お金をためる
・安くなるまで待つ
・立てかえてもらう

買う
買い物の
計画を
立てる

お金が
ある

お金が
足りない

54ページへ

買う以外の
方法があるかな？

買いたい理由をまずあげてみよう。
また，本当に買う必要があるかどうかを考えてみよう。

必要だ

必要じゃない
けどほしい

本
当
に
必
要
か
？

買いたい物とその理由

必要ない 買わない

（
買
っ
た
あ
と
の
こ
と
も
考
え
る
）

（
家
族
に
相
談
す
る
）

買
う
か
ど
う
か
を
考
え
る

・修理して使う
・借りる
・ゆずってもらう

買わない

● 「物を生かすくふう」として，不用品を資源として活用したり，
　 適切な処分について 5 年生から学習できるようにしています。

「かたづけよう身の回りの物」
の学習で，食生活・衣生活と
の関連をはかっています。 身の回りに

あるものを
利用して▲ 教科書 28 ページ ▲ 教科書 23 ページ

ペットボトルキャップの
針さし

不用になったハンカチで
つくる袋

「家族・家庭」の題材でも消費・
環境とのかかわりをもたせてい
ます。

意 思 決 定 に�
至 る 過 程 を�
示しています。
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ボランティアで小学生に「加
か が

賀れんこん」
を伝えている人に聞きました

　わたしたちは伝統野菜の加賀れんこんを生
産しています。れんこんは輪切りにすると多く
の穴

あな

があいていることから，「先を見通す」こと
に通じて縁

えん

起
ぎ

がよいとされ，おせち料理の煮物
やなますなどにもよく使われています。
　わたしたちは，自分がれんこんをつくるだけ
ではなくて，蓮

はす

田がある地元の小学校でボラン
ティアとして，小学生にれんこんの植え付けや
収
しゅうかく

穫のしかたなどを伝えています。地元のれん
こんのことをよく知ってほしいことと，伝統を受
けついでいってほしいことを願っているのです。
　加賀れんこんや山

やまぐち

口県の岩
いわくに

国れんこんがよ
く知られていますが，種類やほり方がいろいろ
あって，生産地によってちがうのですよ。国内の
生産量は茨

いばらき

城県が最も多く，続いて徳
とくし ま

島県や
愛
あい

知
ち

県，佐
さ が

賀県，新
にいがた

潟県も多いですよ。

（石
いし
川
かわ
県金
かな
沢
ざわ
市小
こ
坂
さか
町）

中
なか

野
の

清
せい

三
ぞう

さん   山
やま

田
だ

正
しょう

一
いち

さん

防災

災害時のたき出しにも，おに
ぎりやみそしるがつくられま
す。どのようなときでも，食
べなければ元気は出ません。
「ご飯」をたくことができたら，
みんなで助け合うこともでき
ます。ふだんから料理に慣

な

れ
ておきましょう。食中毒を起
こさないよう，注意して安全
につくって食べましょう。

食育・料理研究家

坂
さか

本
も と

廣
ひ ろ

子
こ

さん
（阪
はん

神
しん

淡
あわ

路
じ

大
だい

震
しん

災
さい

を体験）

災
さい

害
がい

時のたき出し

　お洗たくは，服への「ありがとう」をつたえる，お仕事
です。
　一日着た服は，よごれやしわで，つかれているので，そ
のままでは，服はすぐ元気がなくなってしまいます。
だから，「今日もありがとう」という気持ちをこめて，よご
れやしわをきれいにして，また次に着られるようにお手
入れしてあげてくださいね。
　お洗たくをして，お気に入りの服をいつまでもきれい
なまま，大切にしてあげましょう！

「洗たく」の達人に聞きました

中
なか
村
むら
祐
ゆう
一
いち
さん

（長
なが
野
の
県伊
い
那
な
市）

クリーニング師

お茶の話

　お茶は日本の家庭で伝
で ん と う て き

統的
に飲まれてきました。お茶の種
類はいろいろありますが，日本
ではせん茶が多く飲まれていま
す。
　お茶をおいしくいれるに
は，湯の温度やいれる時間な
どに気をつけます。　

●お茶の生産量が多いところ
静
し ず

岡
お か

県，鹿
か

児
ご

島
し ま

県，三
み

重
え

県，
福
ふ く

岡
お か

県，京
きょう

都
と

府，宮
み や

崎
ざ き

県，
熊
く ま

本
も と

県など

9ページ参照

昔から使われてきた

手ぬぐいの使い方を調べ， 活用してみよう1例

◎包帯や三角きん
　のかわりにする

◎ ペットボト
ル，弁

べん

当
とう

を
包む

◎そうじのときのほこりよけにする

（うら）
（表）

ミシンで
　ぬう。

1.5㎝1.5㎝ みみ

手ぬぐい
（うら）みみ

両端を
折って
ミシンで
ぬう。

冬の水ようかん（福
ふく

井
い

県など） おやき（長
なが

野
の

県）

ゆべし（福
ふく

島
しま

県など）
地

ち

域
い き

に伝わる
伝
で ん

統
と う

的
て き

なおやつを
探
さ が

してみよう。

きゅうすで日本茶をいれる場合

せん茶 ・・・・2g（小さじ1）
湯 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・100mL
　（ふっとうした湯を
　少しさましてから用
　いる。）

材料と分量（1人分のめやす）

こんぶ かつおぶし

だしのとり方

伝統文化・
キャリア教育 伝統文化やキャリア教育の視点を 具体的に示しています ◎  生活に根ざした「伝統文化」やこれからの自分を考えるうえで

も大切な「キャリア教育」についても多数掲載しています。

● 児童の生活にも身近な伝統文化を取り上げています。 ● キャリア教育につながるように，実在の人が登場しています。

▲教科書 45 ページ

▲教科書 103 ページ

▲教教科書９ページ

「食べて元気に」では日本の伝統的
な和食の基本である「ご飯とみそ
しる」について学習します。

「ご飯とみそしる」の学習に
つなげて「食育・料理研究家」
に災害時のたき出しについて
語っていただいています。

「暑い季節を快適に」の洗たく学習
につなげて，クリーニング師に洗
たくについてのアドバイスをいた
だいています。

「食育・料理研究家」「クリーニング師」「うちわの伝統工芸士」「伝統野菜 (加賀れんこん）を生産している人」の
話を掲載しています。

「おせち料理」「雑煮」「地域のみそを使った料理」
など伝統的な行事食にもふれています。

日本の伝統的な飲み物
である「お茶」のいれ
方や，地域に伝わる�
「伝統的なおやつ」に
もふれています。

▲教科書 51 ページ

▲教科書 103 ページ

▲教科書 63 ページ

▲教科書 103 ページ

一
い ち

汁
じゅう

三
さ ん

菜
さ い

　ご飯とみそしるなどのしる物に，おかず（菜）を3品
そろえた食事のことです。 ご飯とみそしるを基

き

本
ほ ん

とし
て，これにいろいろなおかずを加える食事は，栄養の
バランスをとりやすくなります。

発展発展

　運針とは，中指に指ぬきをはめて針の頭をおし進
めながらなみぬいする方法です。指ぬきは布をぬ
うとき，針の頭をおしてぬい進めるのに便利な用具
です。着物を仕立てるとき，指ぬきを使った運針は
速くぬうために必要なわざでした。

指ぬきと運
う ん

針
し ん

長
い
針
用

短
い
針
用

和裁の基本である「指ぬきと運
針」についてやチャレンジコー
ナーで，学んだことを生かして
つくることができる伝統的な
「花ふきん」を掲載しています。

学習した「防災」とつなげて，手
ぬぐいの活用を掲載しています。

「暑い季節を快適に」過ごす昔か
らのくふう「すだれ」や「よしず」
「ふうりん」を取り上げています。

「食」に関するもの

「衣」に関するもの

「住」に関するもの

伝統野菜を受け継ぐ「加賀
れんこん」の生産者にお話
をうかがいました。

長
なが
戸
と
幸
ゆき
夫
お
さん

（香
か
川
がわ
県丸
まる
亀
がめ
市）

伝
でん

統
とう

工芸士

　日本の夏の風物詩として
江戸時代より時代を通して
愛されてきたうちわ。
　昔から続いた手づくりの
技
ぎ

法
ほ う

で心をこめてつくって
います。

「うちわづくり」の達人に聞きました

エネルギーを使わずにすずしく過ご
す工夫で，日本の夏の風物詩とも
なっている「うちわ」をつくってい
る伝統工芸士を紹介しています。

伝統文化とキャリア教育
がつながった形で示して
います。
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新教科書の観点別編集の特色
主な観点 特　　　　　　色

学習指導要領との
関連

●学習指導要領の「家庭科の目標及び内容」「指導計画の作成と内容の取扱い」が明確に整理され，個に応じた創意ある学習指導が展開で
きる構成である。

●学習指導要領の内容ＡとＢ・Ｃ・Ｄ及びＤとＢ・Ｃを関連づけて学習できるように工夫して構成され，無理なく基礎・基本をおさえた
学習ができるように，適切な配慮がされている。

内容の範囲・
程度

●児童の生活経験や発達段階，授業時数を考慮した範囲や程度が適切に定められている。
　☆「範囲」は学習指導要領に適合していて，児童の生活経験を十分に配慮し，授業時数など学校事情や児童の実態に弾力的に対応できる
ように工夫がされている。

　☆「程度」は，児童の心身の発達段階によく適応して工夫されている。

内容の選択・
扱い・系統性

●各題材とも，学習指導要領に照らして選択・扱いは適切である。
　☆実習題材は児童の発達段階に合って，関心・意欲をもって取り組める。
　☆基本となる複数の実習題材のほか，応用・参考例も扱われていて適切である。
　☆特定の事項・事象・分野などにかたよることなく，全体として調和がとれている。
　☆共生社会をめざした人権への配慮や，国際社会に生きる日本人としての自覚や豊かな感性を育成できる内容の選択及び取扱いがなされ
ている。

●各題材とも，基礎的・基本的内容の習得から応用・発展的な内容の学習へと系統的に展開され，児童の思考の流れにそっていて，教科
の特徴が無理なく具体化されている。

内容の組織・
配列・分量

●各学年のテーマのもと，ストーリー性を考慮した題材配列がなされ，見通しや目標をもって学習できる。
●題材の組み換えもしやすく，地域や学校事情等に適合した使い方ができる。
●家庭生活や家族の題材が各学年の最初にあり，いずれも生活を見つめ直すことから学習を始めることができる。
●衣食住の題材は易から難へと，さらに季節等を考慮して配列され，最終題材には他者との共生につながる題材が配置されている。
●調理実習を早期に設定して興味づけを図り，学校行事や総合的な学習との関連が図れるように，ごはんやみそ汁が５学年に配置されて
いる。

●実習と座学の内容は，いずれも分かりやすく工夫して配分されていて，組織及び分量はきわめて適切である。

主体的な学習への
取り組み

●各題材は「学習のめあて」で始まり，課題解決型学習を通して，最後には「ふり返ろう・生かそう」で家庭実践につなげるように工夫され，
学習過程では「できたかな」チェックなども取り入れ，児童が主体的に無理なく学習を進めるためのいろいろな配慮がされている。

　☆導入時や学習過程で「話し合おう」「調べよう」「考えよう」「やってみよう」等の課題が適切に配置されている。
　☆課題解決の手がかりとなる例示や写真・図表・イラスト等が，過不足なく適切に記載されている。
　☆�分かりやすい各種のマーク（p.5 参照）が設定され，さらに，児童に親しみやすいキャラクターが学習案内をしたり，つまずきやすい
箇所では注意を喚起したりするなど，児童が課題意識をもって主体的に学習するための支援が適切になされている。

●各学期末の「チャレンジコーナー」は，長期休暇を利用した家庭実践への主体的な取り組みに向けた題材として適切である。

基礎的・
基本的事項の
扱い

●基礎的・基本的な知識や技能に関する内容が厳選して的確に記述され，易から難へと確実な習得ができるように，よく工夫されている。
●調理や製作の実習手順図は，児童の視線の流れを考慮して見開きページを使って横に流れる記述で（p.10 ～�13，18�～�23�ほか），基礎・
基本を習得するための適切な配慮がされている。

●５学年の最初の調理実習（p.8�～�17）では，湯をわかしてゆでる調理題材を４つに細分化して構成・配列し，細かなステップを踏んで
繰り返し学習して，早い段階から調理の基礎・基本の定着を図る工夫がなされていて適切である。

●技能面の写真は，詳細かつ分かりやすくていねいに表現され，細部については拡大写真を添えるなどして，きわめて適切な配慮がされ
ている（p.12・13，16�～�21，36�～�41，�46�～�49 ほか）。特に調理の手順については，すべて写真で示されているので，児童が状
態を確認しながら作業を進められる。

内容の正確性 ●本文，図表，写真など，いずれも正確に記述されている。

ガイダンスと 2 学年の見
通しをもったストーリー性

●表紙及び冒頭ページから第１題材まで続くガイダンス内容は適切である。また，５学年では学年テーマのもとに細かなステップで学習
を積み上げて基礎・基本を習得し，６学年では工夫・応用しながら生活に生かす力を身につけて中学校へとつなげるという流れになっ
ており，２学年間の見通しをもって学習できるように，よく工夫されている。

安全・防災教育への対応

●家庭科での安全・防災について，基本的事項が，巻頭の折り込み頁にまとめられているので，いつでも開いたままで確認できる（p.3「安
全に学習をすすめるために」）。

●作業上の事故防止や安全・防災教育についての細かい配慮がいきとどいている。
　（例：p.3，9，11～ 14，21，33，34，37，39，48，50，61，65，71，72，77，85，103，107，108，111など）

食育への対応

●食育に関するページには「食育マーク」が付され，記述内容は知識・技能・心情面いずれもよく工夫されている。
　☆五大栄養素など，食品のはたらきと栄養に関する内容は，本文・イラストいずれも的確な記述で分かりやすい。
　☆�「わたしの生活時間」から「いためてつくろう朝食のおかず」（p.66�～�72）は，生活時間の工夫と朝食を関連づけ，生活を総合的に
捉えた望ましい題材であり，自らの生活習慣を見直して食生活を改善するなど，健康に過ごすための実践的な態度が育てられる。

　☆�折り込みの「栄養素のおもなはたらきと食品の分類」は，食に関するどのページにも開いたまま活用できるように工夫されている。
　☆�「和食」や「一汁三菜」にもふれられており，地域の食材を取り入れた調理にも対応できるように，郷土食や伝統的な食文化が具体的
に示されている（例：雑煮，おせち料理ほか）。

　☆食事のマナーについても取り上げられている。
　☆食物アレルギーについても取り上げられている（p.10,12,71）。

言語活動への対応

●調理や製作等の実践的・体験的学習を通して，家庭科で用いる生活の中の言葉が生きた言葉として理解できる場面や，観察や実習の際
のレポート作成や考察・発表等の場面が，学習過程の各所に設定されている。

●本文中の重要語句を太字で示したり，「ひと口メモ」で言葉の解説をしたりして，理解を深める工夫をしている。
●巻末に，「家庭科学習でよく使われる用語一覧」が，内容ABCDごとに分類して掲載されており，さくいんとしても活用できる。

環境教育への対応

●各題材の中でABCの学習内容と関連づけて取り扱い，実践的態度を身につけられるように細かい配慮がされている（p.28,32 ほか）。
●環境を考える３つの視点（３Ｒ）に「断る」視点も加えた４Ｒが明確に記述されている（p.28・29，55）。
●「５学年のふり返りと6�学年への学習」（p.64・65）では環境を守ることについて考え実践すること，６学年の最終題材（p.104�～�
108）では総合的に扱うなど，実践的な環境教育が充実して取り扱われている。

　（以上の例：p.9，14，28・29，32，60，65，72，81，85，86，105，108，111�など）

平成27年度用「家庭」 ／ 文部科学省検定済教科書
主な観点 特　　　　　　色

消費者教育への対応 ●消費者教育として基本的に共通することは大きく２つの題材として取り扱っているほか，２学年を通して他の題材の中でも学習内容と
関連づけて取り扱い，消費者としての実践的態度が身につけられるように工夫されている。（例：p.25�～�29，52�～�55，71，83�など）

共生社会への対応 ●男女の性別や障がいの有無にかかわらず，子どもから高齢者まですべての人が平等な関係であることを前提にして，記述や課題の設定・
写真や図が工夫されている。（例：p.6・7，104�～�107�など）

伝統文化
・キャリア教育

●小学校での「伝統文化」の扱いである，ご飯とみそ汁の内容が充実されており（本文で，ご飯とみそ汁が日本の伝統的な食事であるこ
とや，「参考」で「移り変わるご飯の炊き方」や「みそ」について，写真を用いて掲載されている（p.45�～�49）　その他，みそ料理と
雑煮，お茶とおやつ，伝統工芸士（うちわづくり），手ぬぐい，おせち料理も扱われている。（例：p.51，63，87，103�など）

●随所で，仕事をしている人のイラストや写真を取り上げて，キャリア教育につながるように工夫されている。（例：表紙の農家，青果店
のイラスト，p.7，14，50，87，103�など）

地域への適応性

●衣食住などの内容を関連させ，総合的に題材が構成されていて，地域での児童の生活と関連づけた学習が展開できる。
●児童の目が地域に向き，地域の人々とのかかわりの大切さが認識できるように具体的な活動例が盛りこまれている。
●地域性を生かした食材や調理例（郷土食）や伝統文化が取り上げられ，それぞれの地域での工夫がしやすい。（例：p.45，48，49，
51，57，63，79，103�など）

科学的視点 ●各題材とも，科学的な目を育てる配慮が十分にされている。（例：p.12，13，14，38，47，56，58，69，71，78，81，82�～�85�など）

他教科との関連 ●他教科との関連する学習内容は，「関連」マークを用いて，学習する教科，学年，内容が明記されていて，系統的な学習が図られるよう
に工夫されている。「関連　社会５年：食料生産，理科５年：植物の発芽，成長，結実�」など

授業時数への対応
●５学年（標準履修）は10題材，６学年は７題材が設定されているが，５学年は反復学習をして基礎・基本の定着を図るために題材が細
分化されていて，５学年の年間60時間に対応している。６学年は５学年を基礎として工夫していく７題材で年間55時間の授業時数に
対応できる。

２学期制への対応 ●地域の実情にそって指導・学習の組み換えがしやすいように題材が構成されているので，２学期制に十分対応できる工夫がされている。

指導と評価の一体化
●題材冒頭の「学習のめあて」と題材最後の「ふり返ろう・生かそう」の項目の一致化が図られていて，指導の側からの評価の観点とし
ても活用できる。

●調理や製作の実習には，技能チェック表「できたかな」が設定され，自己評価ができるように工夫されている。

表 

記
・
表 

現

カラー
バリアフリー

●カラーバリアフリーの観点から，弱視の子どもたちに読み取りやすい配慮がされている。４つの内容の色の区別，重なった図の示し方，
隣接する部分の配色，図中の引き出し線の示し方，など。（例：p.36・37，91�～�94�など）

文章表現・表記

●《です・ます》調のソフトな表現で，簡潔かつ正確に表記されている。
●５・６学年配当の漢字については，見開き頁ごとの初出箇所にふりがなをつけている。
●重要語句は太字（ゴシック体）にして，表記のめりはりをつけている。
●大小の題材名は，課題意識を高める表現になっている。

各題材の導入ページ ●明確な「学習のめあて」を題材名の横に定位置化して記述し，児童が身近に感じられるものや，これからの学習をイメージできる写真
などを用いて学習への意欲づけが効果的にはかられる。

図表・イラスト・
写真・資料

●課題を解決するための手がかりや本文内容の理解を助ける資料が，効果的な表現や分量・大きさで示されている。（例：p.18・19，
22・23，56，69，78，110�～�112�など多数）

各種マーク・
キャラクター

●児童が関心・意欲をもって主体的に楽しく学習を進められるように，目立ちやすいマークが効果的に用いられている（例：p.3，5，9�
など多数）。また，キャラクターが各ページに登場して，学習の進行をしたり，�児童のつまずきやすい内容について注意を喚起したりして，
学習上きわめて効果的である（例：表紙，裏表紙，p.5，9，20，53，61，89　など多数）。

レイアウト
・色調

●ワイドな紙面の見開きページを効果的に活用して，手順図などが横流れにレイアウトされていて分かりやすい。本文と参考，資料等の
区分も明確になっていて（「参考」はマークを用いて示され，かつ本文と区別したアミフセが施されている）児童に伝わり，見開きペー
ジが有効に活用されていて，扱いやすい教科書になっている。

●色は，４つの内容をツメ見出しの色で区別されており，学習する内容がわかりやすく，児童が意欲をもって学習に取り組めるように配
慮されている。（例：p.5，7，8，18，25，52�など）

印
刷
・
造
本
・
体
裁

表　紙 ●「家庭の樹」を中心にして，学んで成長していく自己の姿が楽しく夢のある表現で提示されていて，ガイダンスの入り口として活用できる。

印　刷 ●印刷は鮮明で，カラー効果が生かされている。
●再生紙を使用すると共に，大豆油インクを使用していて，環境に配慮している｡

製　本 ●きわめて堅牢で，表紙には水に強い加工が施され，長期の使用に耐えるものとなっている。

用　紙 ●本文の紙の質は，文字やイラスト・写真が見やすい白色の再生紙を用い，じょうぶで目が疲れにくく学習しやすい。

総　　括

●内容の範囲・程度・選択・扱いが適切で，組織・分量や内容の取り扱い，表記・表現などで細かな工夫が見られる。
●各題材は，児童の心身の発達にそっている。
●季節や学校行事等にも配慮した構成で，児童の興味・関心・意欲を高めながら問題解決的な学習が無理なく展開でき，系統的な学習が
進められる。

●主体的に学ぶ力，創意工夫する力を養い，あわせて，家庭生活や地域での生活で応用・実践していく基礎的・基本的な知識と技能が習
得できる（習得，活用，探求する力を培うことができる）。

●安全・防災や環境・消費者，科学的視点についても，総合的な取扱いだけでなく，特に安全・防災については前折り込みの１頁大に基
本的事項がまとめられて示され，随時開いて確認できる。それぞれの学習場面と関連づけて随所に取りあげてある。

●学習したことが児童の生活に生きるように工夫されている。更に家庭実践への橋渡しのページ（チャレンジコーナー）が設定されている。

９ 開隆堂 家庭�532

22 23



24 25 26

資料

前後の折り込みページは，安全や食育の 学習，実習・製作の資料として常に活用できます折り込み
ページの活用

◎巻頭の折り込み「安全に学習をすすめるために」は，実習や製作時に必ず守らなければいけない基本的なことを取り上げているので，実習・製作中の確認に活用できます。
◎巻末の折り込み「栄養素のはたらきによる食品の分類」は，食に関する学習と常に結びつけて活用できます。
◎実習や製作に必要な基礎的・基本的なことを，ひとめでわかるように，巻末にもまとめて掲載しています。

● 特設（折り込み）ページは，次のような学習時に開いたままで活用できます。それによって学習を効果的にすすめることができます。

▲教科書 3，8・9ページ

■ 「ガスこんろの安全な使い方」の学習

▲教科書 42・43，110 ページ

■ 「栄養素のはたらき」の学習　

▲教科書 3，34ページ

■「ミシンの安全な使い方」の学習　

▲教科書 98・99，110 ページ

■ 「栄養のバランスを確かめよう」の学習　

▲教科書 3，38・39（上）と 3，12・13（下）ページ

■「アイロンの安全な使い方」や「包丁の持ち方・取り扱い方」の学習

▲ 96・97，
 110 ページ

▲教科書 44・45，
 110 ページ

■「3 つの食品のグループとそのはたらき」の学習　

■「バランスのよいこんだてを考えよう」の学習

基礎的・
基本的なことが
ひとめでわかり

ます。
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家庭科学習でよく使われる用語（●は「ひと口メモ」　　  に取りあげている）ひと口
メモ

◎著作者代表：内野  紀子　日本女子大学　　鳴海  多恵子　東京学芸大学　　石井  克枝　千葉大学　　◎監修：櫻井  純子　元女子栄養大学
相場  郁子　元秋田市立築山小学校
赤塚  朋子　宇都宮大学
秋永  優子　福岡教育大学
天野  晴子　日本女子大学
生野  晴美　東京学芸大学
伊藤  圭子　広島大学
伊波 富久美　宮崎大学
小野  恭子　北海道教育大学
表　  真美　京都女子大学
川端  博子　埼玉大学
木村  範子　筑波大学

倉持 眞由美　秀明大学
坂本  廣子　食育・料理研究家
佐桑 あずさ　横浜国立大学
庄司  佳子　千葉市立轟町小学校
菅原  悦子　岩手大学
鈴木 真由子　大阪教育大学
高木  幸子　新潟大学
多々納 道子　島根大学
長澤 由喜子　岩手大学
中村 喜久江　福山平成大学
野田  文子　大阪教育大学

林　 瑠美子　元品川区立御殿山小学校
日景  弥生　弘前大学
堀内 かおる　横浜国立大学
宮里  智恵　くらしき作陽大学
三輪  裕子　渋谷区立幡代小学校
森　  妙子　元世田谷区立山野小学校
吉本  敏子　三重大学
米田  千恵　千葉大学
綿引  伴子　金沢大学
開隆堂出版株式会社編集部　ほか

（五十音順）

表紙：＜デザイン＞原田敏子　＜作品制作＞アサミナオ　＜イラスト＞コージー・トマト　　＜撮影＞後藤武浩
本文：＜デザイン・レイアウト＞原田敏子　　＜撮影＞川部いちろう，小林秀銀，ササキスタジオ
　　　＜イラスト・図版＞浅羽壮一郎，アサミナオ，おがわあきこ，橋本千鶴，福井典子，まえじまふみえ，ソフトウェーブ，ユニオンプランほか
製作協力：小澤聡子
写真協力ほか：アーテファクトリー，アマナイメージズ，アルミ缶リサイクル協会，うちわの港ミュージアム，公益財団法人古紙再生促進センター，蛇の目ミシン工業，少年写真新聞社，
　　　　　　　データクラフト，ピクスタ，ロケーションリサーチ　ほか

◎著作者：
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数字は教科書のページ

家庭科での言語活動の充実をはかっています言語活動 全ページを通して，多様な色覚に対応した
カラーユニバーサルデザインです

カラーバリア
フリーを重視

● 重要な用語は太字にして目立つようにしています。

● 「ひと口メモ」は言語活動に生かせます。

●  本文中に記述のある用語を 4 つの学習内容に分類して，巻末にまとめています。

●  多様な色覚をもつ人に配慮して，全ての人に情報が正確に伝わるように，
  カラーユニバーサルデザインを全ページに徹底して取り入れています。

　製作や調理などの体験を通して，生活の
中のさまざまな言葉を，実感をともなって
理解する場面を設定しました。観察や実習
の際のレポート作成や，考察・思考したこ
とを発表する場面を随時設定し，家庭科の
ねらいが確実に定着できることを目指して
います。

（教科書 113ページ）

家族との
関わりで考える

調べたことを
発表する

まとめてみるグループで
話し合う

話し合うことによって言葉を伝える

「ひと口メモ」と
して本文中に取り
上げている用語は
●印をつけていま
す。

複数の内容に出現
する用語は，それ
ぞれ複数にわたっ
て分類化していま
す。

４つの学習内容ご
とに，本文中の爪
見出しの色で分類
を示しています。

CUDマークはNPO 法人カ
ラーユニバーサルデザイン
機構により，認証された製
品に表示できるマークです。
この教科書は色覚の個人差
を問わず，できるだけ多くの
児童に見やすいように配慮
してつくられています。
CUDマーク取得見込み

同じページに配置された
実習例や製作例の手順の
流れなどは，別のもので
あることがわかるように，
色で区別しています。

例

例 いためる調理（教科書 72ページ）

▲教科書 93ページ他

写真や図の重なりなど隣接す
る色の区別がしにくい場合に
は，色と色の間を白く抜いて，
誰にも明確に内容が理解でき
るように表現しています。

学習指導要領の４つの内容を色
で区別して，該当ページに配置
しているので，誰にも，各ペー
ジが，どの学習であるかがわか
ります。

◎著作者代表：内野  紀子　日本女子大学　　鳴海  多恵子　東京学芸大学　　石井  克枝　千葉大学　　◎監修：櫻井  純子　元女子栄養大学
相場  郁子　元秋田市立築山小学校
赤塚  朋子　宇都宮大学
秋永  優子　福岡教育大学
天野  晴子　日本女子大学
生野  晴美　東京学芸大学
伊藤  圭子　広島大学
伊波 富久美　宮崎大学
小野  恭子　北海道教育大学
表　  真美　京都女子大学
川端  博子　埼玉大学
木村  範子　筑波大学

倉持 眞由美　秀明大学
坂本  廣子　食育・料理研究家
佐桑 あずさ　横浜国立大学
庄司  佳子　千葉市立轟町小学校
菅原  悦子　岩手大学
鈴木 真由子　大阪教育大学
高木  幸子　新潟大学
多々納 道子　島根大学
長澤 由喜子　岩手大学
中村 喜久江　福山平成大学
野田  文子　大阪教育大学

林　 瑠美子　元品川区立御殿山小学校
日景  弥生　弘前大学
堀内 かおる　横浜国立大学
宮里  智恵　くらしき作陽大学
三輪  裕子　渋谷区立幡代小学校
森　  妙子　元世田谷区立山野小学校
吉本  敏子　三重大学
米田  千恵　千葉大学
綿引  伴子　金沢大学
開隆堂出版株式会社編集部　ほか

（五十音順）

◎著作者：

教科書を核として， 豊かな教材で充実した授業をバックアップ！

拡大教科書

※デジタル教科書は， CoNETSの一員として， 発行予定です。 CoNETSは教科書会社12社などで構成された任意団体です。

教師用指導書

視聴覚教材
（DVD， 掛図）

季刊雑誌
（KGKジャーナル）

文部科学省刊行物

デジタル教科書

図書教材・教育書

■�教科書編修・著作者
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学校の落とし物

　なぜ落とし物が減
へ

らないの
だろう。

持ち主は
落としたことを
どうして気づかない

のだろう。

大切なお金で
買った物だよね。

 話し合おう

消費・環境に
ついての学習

➡

衣生活・
住生活に
ついての学習

➡

食生活に
ついての学習

➡

家族や家庭に
ついての学習

➡

書くことによって表現する

調べたことを発表する

うまくできたこと，もっとこう
すればよかったと思ったこと。

●

味をつける1 いためる2卵
たまご

をいためよう（ス

洗
あ ら

う1 切る2野菜をいためよう
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